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論
考

近
代
日
本
に
お
け
る
諸
葛
亮
の
評
伝
を
め
ぐ
っ
て

箱
崎

緑

一
．
は
じ
め
に

日
本
で
著
述
、
出
版
さ
れ
た
三
国
志
の
物
語
世
界
を
描
い
た
書
籍
は
大
変
多
く
、

特
に
、
江
戸
時
代
以
降
は
『
通
俗
三
國
志
』
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
は
吉
川
英

治
『
三
國
志
』
な
ど
が
広
く
読
ま
れ
、
三
国
志
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

（
一
）

し
か
し
、
三
国
志
の
物
語
世
界
を
描
い
た
文
芸
作
品
は
小
説
だ
け
で
は
な
く
、

漢
文
注
釈
書
、
詩
、
評
伝
な
ど
も
あ
り
、
多
様
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
中
で

（
二
）

（
三
）

も
評
伝
は
、
様
々
な
資
料
を
組
み
合
わ
せ
、
漢
籍
の
内
容
を
世
間
に
広
く
示
す
と

と
も
に
、
著
者
の
解
釈
も
色
濃
く
打
ち
出
さ
れ
、
三
国
時
代
の
個
別
の
人
物
に
人

々
の
関
心
を
集
め
る
の
に
寄
与
し
て
き
た
。

特
に
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、
諸
葛
亮
に
つ
い
て
の
評
伝
が
多
数
出
版
さ

れ
、
日
本
に
お
け
る
諸
葛
亮
評
価
に
変
化
を
促
し
、
三
国
志
の
物
語
世
界
に
も
影

響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
出
版
さ
れ
た
諸
葛
亮
に
つ
い
て
の
評
伝
が
ど

の
よ
う
な
諸
葛
亮
像
を
提
示
し
た
か
示
し
、
評
伝
の
系
譜
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
評
伝
が
吉
川
『
三
國
志
』
に
与
え
た
影
響
を
例
に
、
日
本
の
三
国
志
受

容
に
お
け
る
評
伝
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
．
評
伝
に
お
け
る
諸
葛
亮

近
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
三
国
時
代
の
人
物
の
評
伝
と
し
て
は
、
日
本
で
も

曹
操
、
劉
備
、
諸
葛
亮
な
ど
の
評
伝
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
扱
う
、
明
治
か
ら
昭

（
四
）

（
五
）

和
初
期
に
出
版
さ
れ
た
諸
葛
亮
の
評
伝
に
は
、
一
八
九
七
年
に
発
行
さ
れ
た
内
藤

虎
次
郎
『
諸
葛
武
侯
』
か
ら
一
九
四
二
年
の
太
田
熊
藏
『
諸
葛
孔
明
傳
』
ま
で
、

少
な
く
と
も
十
作
品
が
あ
る
。
諸
葛
亮
の
評
伝
で
あ
る
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
、
植

（
六
）

（
七
）

村
清
二
『
諸
葛
孔
明
』
、
狩
野
直
禎
『
諸
葛
孔
明
』
は
、
先
行
す
る
評
伝
に
言
及

（
八
）

（
九
）

し
て
い
る
。

（
一
〇
）

（
一
）
内
藤
虎
次
郎
『
諸
葛
武
侯
』

近
代
日
本
に
お
け
る
諸
葛
亮
の
評
伝
の
嚆
矢
と
言
え
る
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
は
、

内
藤
が
一
八
九
六
年
十
二
月
に
大
阪
朝
日
新
聞
を
退
社
し
、
翌
年
四
月
に
台
湾
日

報
の
主
筆
と
し
て
台
湾
に
行
く
ま
で
の
間
に
執
筆
さ
れ
、
東
華
堂
か
ら
一
八
九
七

年
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
正
篇
は
「
一
、
侯
が
産
地
及
び
世
系
」
「
二
、
侯
が
生

（
一
一
）

時
、
少
時
、
及
び
躬
耕
の
時
」
「
三
、
草
廬
三
顧
、
三
分
の
策
」
「
四
、
赤
壁
の

戰
」
「
五
、
益
州
據
有
」
「
六
、
漢
中
平
定
、
荊
鄖
陥
没
、
侯
が
前
半
生
を
總
論

す
」
「
七
、
昭
烈
正
號
」
の
七
章
か
ら
成
り
、
附
録
「
諸
葛
武
侯
年
譜
」
が
巻
末

に
載
っ
て
い
る
。
正
篇
の
最
後
に
は
「
續
篇
目
次
豫
定
」
が
示
さ
れ
、
「
八
、
秭

歸
敗
師
、
托
孤
顧
命
」
「
九
、
南
中
平
定
」
「
十
、
六
出
伐
魏
、
將
星
隕
落
」
「
十
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一
、
侯
が
治
國
、
用
人
」
「
十
二
、
侯
が
制
戎
、
逸
事
」
「
十
三
、
侯
が
品
性
を

總
論
す
、
幷
に
其
の
兄
弟
兒
子
」
「
十
四
、
侯
に
關
す
る
評
論
の
沿
革
、
及
び
勝

蹟
」
と
予
告
さ
れ
て
い
る
。
後
篇
に
つ
い
て
例
言
で
は
、
伝
記
の
中
に
前
人
の
評

論
な
ど
を
挿
入
し
た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
一
篇
分
の
紙
幅
が
満
ち
、
『
諸
葛
武

侯
』
で
は
、
前
半
生
の
記
事
ま
で
し
か
終
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
斯
篇
は
須

く
侯
が
草
廬
策
對
の
一
半
を
成
功
せ
る
歷
史
と
し
て
看
る
べ
く
、
他
の
篇
は
須
く

他
の
一
半
を
敗
闕
せ
る
歷
史
と
し
て
看
る
べ
し
。
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
「
續
篇

目
次
豫
定
」
が
あ
る
こ
と
も
併
せ
れ
ば
、
内
藤
に
は
後
篇
を
出
す
計
画
が
あ
っ
た

も
の
の
、
実
現
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
一
二
）

井
波
律
子
「
日
本
人
と
諸
葛
亮
」
で
は
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
は
、
非
常
に
ア

（
一
三
）

ク
チ
ュ
ア
ル
な
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
と
総
括
し
、
年
齢
差
を
強
調
す
る
世
代

論
が
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
井
波
は
、
諸
葛
亮
評
価
が
全
面

（
一
四
）

的
な
讃
美
に
終
始
し
て
い
る
と
も
指
摘
す
る
。
雑
喉
潤
『
三
国
志
と
日
本
人
』
で

（
一
五
）

は
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
は
、
虚
構
を
排
し
実
像
に
迫
る
反
演
義
的
な
論
じ
方
を

し
て
い
る
と
し
、
人
口
推
移
か
ら
当
時
の
情
勢
を
考
察
し
天
下
三
分
の
計
を
現
実

的
な
世
界
政
策
だ
と
示
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
波
同
様
、

赤
壁
の
戦
い
を
重
視
し
世
代
間
闘
争
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
先

行
研
究
が
挙
げ
る
こ
う
し
た
特
徴
は
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
、

『
三
国
志
演
義
』
的
な
戯
画
化
さ
れ
た
世
界
、
理
想
化
さ
れ
た
諸
葛
亮
像
で
は
な

く
、
現
実
に
生
き
て
い
た
諸
葛
亮
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
印
象
を
強
め
て
い
る
。

そ
し
て
雑
喉
は
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
は
三
国
時
代
に
取
材
し
た
日
本
人
初
の

長
編
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
た
め
、
歴
史
的
意
義
が
大
き
い
と
し
、
諸
葛
亮
に
関
す
る

出
版
物
の
先
鞭
を
つ
け
た
業
績
も
評
価
し
て
い
る
。
確
か
に
雑
喉
の
指
摘
通
り
、

近
代
日
本
に
お
け
る
諸
葛
亮
の
評
伝
の
先
駆
け
で
あ
る
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
に
、

そ
の
後
、
多
く
の
作
品
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
評
伝
の
殆
ん
ど
は
形
式
だ

け
を
見
て
も
、
「
概
論
」
「
三
国
時
代
及
び
諸
葛
亮
の
事
績
」
「
諸
葛
亮
の
逸
話
」

「
諸
葛
亮
に
対
す
る
論
評
」
と
い
う
、
「
續
篇
目
次
豫
定
」
も
含
め
内
藤
『
諸
葛

武
侯
』
が
示
し
た
構
成
要
素
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
評
伝
で
も
諸
葛
亮
の

事
績
を
述
べ
る
際
に
は
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
同
様
、
三
国
時
代
の
状
況
も
解
説

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
「
三
分
割
據
は
諸
葛
亮
の
策
に
出
で
た
る
も
の
な
れ
ば
、

其
の
傳
を
立
つ
る
に
當
り
て
も
、
勢
ひ
三
國
相
關
の
事
實
を
説
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

故
に
本
書
は
一
面
よ
り
し
て
之
を
見
れ
ば
諸
葛
亮
を
中
心
と
し
た
る
三
國
史

な
り
。
」
「
お
よ
そ
人
の
傳
記
を
書
く
に
は
、
そ
の
時
代
の
背
景
を
明
か
に
す
る

（
一
六
）

必
要
が
あ
る
か
ら
、
本
書
は
こ
の
點
を
充
分
記
述
し
た
。
そ
こ
で
本
書
は
一
面
か

ら
見
れ
ば
、
孔
明
を
中
心
と
し
た
三
國
史
の
や
う
な
も
の
と
も
云
へ
る
。
」
な
ど

（
一
七
）

と
説
明
さ
れ
る
。

ま
た
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
に
は
、
史
書
の
中
か
ら
よ
り
実
態
に
近
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
選
択
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
草
廬
三
顧
に
つ
い
て
、

『
魏
略
』
『
九
州
春
秋
』
の
二
書
か
ら
諸
葛
亮
が
自
分
か
ら
劉
備
を
訪
問
し
た
と

い
う
説
を
引
い
た
上
で
、
裴
松
之
が
弁
じ
る
通
り
、
事
実
と
違
う
だ
ろ
う
と
判
断

を
示
す
。
さ
ら
に
は
、
陳
寿
が
強
い
て
諸
葛
亮
を
弁
護
し
よ
う
と
す
る
者
で
は
な

い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
蜀
志
が
近
い
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
下
三
分
を

（
一
八
）

説
い
た
草
廬
策
対
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
諸
葛
亮
が
発
案
し
た
策
そ
の

ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
挟
む
。

其
言
語
に
至
て
は
、
或
は
史
氏
の
修
飾
を
加
へ
た
る
な
き
や
を
疑
ふ
べ

き
者
あ
り
、
何
と
な
れ
ば
荊
州
此
時
、
猶
ほ
劉
表
あ
り
、
而
し
て
其
主
守

る
こ
と
能
は
ず
と
い
ふ
は
、
正
に
か
の
豚
犬
の
兒
子
劉
琮
を
指
す
が
如
く
、

益
州
智
能
の
士
、
明
君
を
得
ん
こ
と
を
思
ふ
と
い
ふ
は
、
張
松
等
が
昭
烈

を
奉
迎
せ
ん
こ
と
を
逆
睹
せ
る
に
似
た
り
、
武
侯
の
明
と
雖
も
、
其
の
指

畫
寧
ろ
太
だ
悉
せ
る
に
過
ぎ
ざ
ら
ん
や
、
是
れ
其
の
成
事
に
よ
り
て
後
よ

り
辭
を
修
め
た
る
を
疑
ふ
所
以
な
り
。

（
一
九
）
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さ
ら
に
、
「
形
勢
に
審
ら
か
な
る
者
が
荊
楚
に
着
眼
す
る
は
、
當
時
皆
然
り
し
が

若
し
」
と
、
三
分
鼎
立
を
考
え
て
い
た
の
が
諸
葛
亮
だ
け
で
は
な
い
と
す
る
。

（
二
〇
）こ

う
し
た
主
張
は
、
諸
葛
亮
以
外
の
人
物
へ
の
高
い
評
価
へ
と
繋
が
り
、
特
に

魯
粛
を
「
俊
傑
の
見
る
所
、
是
の
如
く
其
れ
相
符
す
、
魯
粛
の
識
、
眞
に
侮
る
べ

か
ら
ざ
る
か
な
。
」
「
か
の
魯
粛
が
士
大
夫
に
驕
る
の
雲
長
を
撫
輯
し
て
、
其
の

（
二
一
）

同
仇
の
好
を
失
は
ざ
ら
ん
と
す
る
者
、
迂
且
つ
怯
に
似
て
、
實
は
大
計
に
通
ぜ
る

を
知
る
べ
し
〔
…
〕
、
侯
が
第
一
流
人
物
の
眼
孔
を
以
て
、
其
の
志
尚
器
度
を
察

し
、
而
し
て
能
く
意
に
中
る
者
希
な
る
に
、
獨
り
子
敬
夐
然
と
し
て
別
調
を
出
し
、

侯
と
意
氣
相
投
合
す
る
こ
と
極
め
て
深
き
」
と
、
諸
葛
亮
に
並
ぶ
人
物
と
し
て
賞

（
二
二
）

賛
す
る
。
魯
粛
は
、
『
三
国
志
演
義
』
に
お
い
て
諸
葛
亮
と
周
瑜
の
間
に
立
ち
翻

弄
さ
れ
る
道
化
的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
史
実
を
ベ
ー
ス
に
し
た
魯
粛

へ
の
高
い
評
価
は
、
後
の
評
伝
に
も
明
記
さ
れ
る
。

白
河
『
諸
葛
孔
明
』
は
、
劉
備
と
孫
権
と
の
同
盟
に
つ
い
て
「
呉
の
魯
粛
は

頗
る
識
見
に
富
み
た
り
。
」
と
書
き
出
し
、
魯
粛
を
中
心
に
説
明
す
る
。

（
二
三
）

杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』
も
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
の
表
現
を
踏
襲
し
、
「
曹
操

（
二
四
）

は
誤
れ
り
。
彼
能
く
張
昭
を
知
る
も
、
未
だ
深
く
周
瑜
を
知
ら
ず
、
玄
德
あ
る
を

知
る
も
孔
明
あ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
〔
…
〕
た
ゞ
當
時
未
だ
多
く
世
に
知
ら
れ

ざ
る
孔
明
、
魯
粛
等
の
有
る
あ
り
て
、
意
氣
壯
烈
彼
の
赤
壁
の
大
活
劇
を
演
出
せ

ん
こ
と
は
、
操
の
明
と
雖
も
猶
ほ
之
を
知
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
や
必
せ
り
。
勝
敗

の
機
實
に
茲
に
在
る
か
。
」
と
す
る
。

（
二
五
）

安
岡
「
王
佐
の
偉
人

諸
葛
孔
明
」
で
は
、
魯
粛
を
「
彼
は
、
非
常
な
讀
書
家

で
あ
り
、
ま
た
文
筆
に
も
勝
れ
、
政
治
家
と
し
て
人
物
識
量
遙
か
に
衆
に
擢
で
て

居
た
爲
に
、
殊
の
他
孫
權
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
」
と
紹
介
し
、
「
魯
粛
は
ま

（
二
六
）

た
孔
明
と
會
見
し
て
、
兩
雄
の
靈
犀
相
通
じ
た
。
」
「
當
時
の
英
雄
中
此
に
至
つ

（
二
七
）

て
は
唯
だ
魯
粛
と
孔
明
と
あ
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
周
瑜
と
い
ひ
、
呂
蒙
と
い
ひ
、

ま
た
關
羽
と
い
ひ
、
張
飛
と
い
ひ
、
兎
角
眼
前
の
成
敗
に
走
つ
て
遠
識
に
乏
し
い
。
」

（
二
八
）

と
、
諸
葛
亮
と
並
べ
て
最
高
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
が
史
書
の
検
討
や
人
口
比
較
な
ど
で
示
し

た
、
根
拠
を
重
視
し
よ
り
正
し
い
史
料
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
続
く
評

伝
に
も
継
承
さ
れ
る
。
正
閏
論
に
代
表
さ
れ
る
後
世
の
評
価
を
集
め
る
「
諸
葛
亮

に
対
す
る
論
評
」
は
も
と
よ
り
、
「
諸
葛
亮
の
逸
話
」
を
語
る
際
に
は
、
『
三
国

志
』
『
三
国
志
演
義
』
の
以
外
の
資
料
も
渉
猟
さ
れ
、
著
者
独
自
の
解
釈
が
加
え

ら
れ
る
。
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
や
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
な
ど
、
典
拠
と
な
る
一
次

資
料
を
は
っ
き
り
と
示
す
も
の
も
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
小
説
の
二
次
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
の
大
き
な
特
色
と
し
て
は
、
運
命
を
強
く
意

識
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
天
終
に
斯
の
英
雄
を
棄
て
ず
、
將
さ
に
一

大
食
客
を
し
て
轉
じ
て
帝
王
の
業
を
成
さ
し
め
ん
と
す
、
是
を
以
て
武
侯
を
以
て

斯
人
に
授
く
。
」
と
あ
り
、
劉
備
が
諸
葛
亮
と
い
う
臣
下
を
得
た
こ
と
、
諸
葛
亮

（
二
九
）

が
劉
備
と
い
う
主
を
得
た
こ
と
を
貴
重
な
こ
と
だ
と
し
、
巡
り
合
わ
せ
を
重
要
視

し
て
い
る
。

（
三
〇
）

（
二
）
諸
葛
亮
の
偉
人
化

内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
に
続
く
諸
葛
亮
の
評
伝
の
う
ち
、
大
半
は
偉
人
伝
シ
リ
ー

ズ
の
ひ
と
つ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
安
東
『
孔
明
』
は
、
博
文
社
の
児
童
向
け
偉

人
伝
「
世
界
歴
史
譚
」
の
第
拾
四
編
と
し
て
、
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
は
、

内
外
出
版
協
會
「
偉
人
研
究
」
の
第
二
十
九
編
と
し
て
、
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』

は
、
博
文
館
の
「
偉
人
傳
叢
書
」
の
第
一
冊
と
し
て
、
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
は
、

冨
山
房
の
「
支
那
歷
史
地
理
叢
書
八
」
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。

（
三
一
）

ま
た
、
雑
誌
で
も
、
日
本
社
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
『
偉
人
』
で
は
、
「
諸
葛

孔
明
」
が
第
九
巻
第
五
号
で
選
ば
れ
、
安
岡
正
篤
の
金
雞
學
院
が
発
行
す
る
『
人
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物
研
究
叢
刊
』
の
第
九
に
「
諸
葛
孔
明
を
憶
ふ
」
が
採
ら
れ
た
。

（
三
二
）

以
上
の
よ
う
に
、
近
代
以
降
、
諸
葛
亮
は
偉
人
伝
シ
リ
ー
ズ
の
一
角
を
占
め

て
い
た
と
言
え
る
。
以
下
、
諸
葛
亮
が
採
ら
れ
た
偉
人
伝
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
概

説
す
る
。

当
時
の
伝
記
児
童
文
学
及
び
、
安
東
『
孔
明
』
が
収
め
ら
れ
た
海
外
伝
記
シ
リ

ー
ズ
「
世
界
歴
史
譚
」
に
つ
い
て
は
、
勝
尾
金
弥
の
論
考
が
あ
る
。
勝
尾
に
よ
れ

（
三
三
）

ば
、
一
八
九
八
年
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
博
文
館
の
「
少
年
讀
本
」
が
、
わ
が
国
最

初
の
複
数
の
著
者
に
よ
る
伝
記
児
童
書
の
シ
リ
ー
ズ
出
版
だ
と
い
う
。
「
少
年
讀

本
」
は
日
本
の
偉
人
が
被
伝
者
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
く
博
文
館
の
「
世
界
歴
史
譚
」

は
、
世
界
の
偉
人
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
「
少
年
讀
本
」
の
刊
行
か
ら
三
か
月
経

っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
姉
妹
編
と
も
言
え
る
。

「
世
界
歴
史
譚
」
は
、
一
八
九
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
高
山
林
次
郎
『
釈
迦
』
を

第
一
編
と
し
、
一
九
〇
二
年
の
第
參
拾
六
編
、
三
好
物
外
『
ニ
ユ
ー
ト
ン
』
ま
で

刊
行
さ
れ
た
。
中
華
圏
の
人
物
は
、
第
二
編

吉
国
藤
吉
『
孔
子
』
、
第
七
編

三

浦
菊
太
郎
『
漢
高
祖
』
、
第
九
編

笹
川
種
郎
『
岳
飛
』
、
第
拾
四
編

安
東
俊
明

『
孔
明
』
、
第
拾
八
編

白
河
鯉
洋
『
王
陽
明
』
、
第
廿
三
編

永
井
惟
直
『
岳
飛
』
、

第
廿
四
編

大
田
蒼
溟
『
成
吉
思
汗
』
の
七
人
が
採
ら
れ
て
お
り
、
シ
リ
ー
ズ
の

凡
そ
二
割
を
占
め
て
い
る
。

内
外
出
版
協
會
の
「
偉
人
研
究
」
は
、
一
九
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
畔
上
賢

造
『
リ
ン
コ
ー
ン
言
行
録
』
を
第
一
編
と
し
、
巻
頭
で
「
「
偉
人
研
究
」
編
著
の

趣
旨
は
、
偉
人
を
研
究
し
て
之
を
廣
く
人
に
分
た
ん
と
な
り
。
」
と
し
、
カ
ー
ラ

イ
ル
を
ひ
く
な
ど
し
な
が
ら
、
世
界
歴
史
を
知
る
た
め
、
真
理
を
得
る
た
め
、
青

年
を
鼓
舞
す
る
こ
と
な
ど
、
六
項
目
を
挙
げ
て
偉
人
研
究
の
必
要
さ
、
有
益
さ
を

説
く
。
「
偉
人
研
究
」
は
、
一
九
一
三
年
の
第
八
十
編
、
福
島
成
行
編
『
乃
木
希

（
三
四
）

典
言
行
録
』
ま
で
刊
行
さ
れ
、
日
本
と
外
国
の
偉
人
が
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

八
十
作
中
、
日
本
の
偉
人
が
四
十
三
人
、
外
国
の
偉
人
が
三
十
七
人
登
場
す
る
。

そ
の
う
ち
中
華
圏
の
人
物
は
、
第
二
十
九
編

西
脇
玉
峰
編
著
『
諸
葛
孔
明
言
行

錄
』
に
加
え
、
第
三
十
六
編

北
畠
竹
之
助
編
著
『
司
馬
温
公
言
行
録
』
、
第
四

十
九
編

武
安
衛
編
著
『
孟
子
言
行
録
』
、
第
五
十
七
編

渡
辺
芳
雄
編
著
『
王
陽

明
言
行
録
』
、
第
七
十
三
編

尾
池
宜
卿
編
著
『
文
天
祥
言
行
録
』
の
五
人
で
、

シ
リ
ー
ズ
の
一
割
に
満
た
な
い
。

博
文
館
の
「
偉
人
傳
叢
書
」
に
も
、
日
本
と
外
国
の
偉
人
が
共
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
一
九
一
三
年
の
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』
を
第
一
冊
と
し
、
一
九
一
五
年

の
第
十
一
冊
、
島
田
三
郎
、
栗
原
元
吉
『
ピ
ツ
ト
』
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
『
ピ
ツ
ト
』
の
巻
末
広
告
で
は
、
「
偉
人
傳
叢
書
」
の
十
二
冊
と
し
て
、
池

亨
吉
『
ガ
ン
ベ
ッ
タ
』
が
予
告
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
行
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
「
偉
人
傳
叢
書
」
が
採
り
上
げ
る
の
は
、
諸
葛
亮
、
坂
本
龍
馬
、
西

（
三
五
）

鄕
南
洲
、
奈
翁
と
其
元
帥
、
豐
太
閤
、
ネ
ル
ソ
ン
、
熊
澤
蕃
山
、
ビ
ス
マ
ー
ク
、

吉
田
寅
次
郎
、
成
吉
思
汗
、
ピ
ツ
ト
、
ガ
ン
ベ
ッ
タ
で
あ
る
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
偉
人
伝
シ
リ
ー
ズ
の
中
に
他
の
人
物
と
並
ん
で

諸
葛
亮
が
載
っ
て
い
る
が
、
他
の
三
国
時
代
の
人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
例

は
見
当
た
ら
な
い
。
諸
葛
亮
は
、
物
語
世
界
『
三
国
志
演
義
』
『
通
俗
三
國
志
』

（
三
六
）

の
登
場
人
物
と
し
て
日
本
で
も
親
し
ま
れ
て
い
た
が
、
虚
飾
を
交
え
た
物
語
か
ら

切
り
離
さ
れ
偉
人
伝
の
中
で
実
在
の
人
物
の
間
に
置
か
れ
る
こ
と
で
現
実
感
を
取

り
戻
し
、
実
在
し
た
偉
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
。

一
方
、
諸
葛
亮
の
評
伝
が
偉
人
伝
シ
リ
ー
ズ
に
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
た
訳
で

は
な
く
、
改
造
社
の
「
偉
人
伝
全
集
」
や
金
の
星
社
の
「
世
界
少
年
少
女
偉
人
伝

（
三
七
）

体
系
」
と
い
っ
た
、
諸
葛
亮
が
入
っ
て
い
な
い
偉
人
伝
シ
リ
ー
ズ
も
存
在
す
る
。

（
三
八
）

以
上
の
よ
う
に
、
諸
葛
亮
の
評
伝
の
嚆
矢
と
な
っ
た
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
か

ら
太
平
洋
戦
争
終
結
迄
の
お
よ
そ
五
十
年
間
に
、
諸
葛
亮
を
主
題
に
据
え
た
書
籍

が
少
な
く
と
も
十
冊
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』

が
示
し
た
形
式
で
あ
る
、
時
系
列
に
よ
る
史
実
と
、
伝
説
も
含
め
た
事
績
、
諸
葛
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亮
の
遺
文
、
後
世
の
評
論
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
内
容
も
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
諸
葛
亮
の
評
伝
は
、
偉
人
伝
シ
リ

ー
ズ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
、
諸
葛
亮
の
偉
人
化
、
諸
葛
亮
の
評
伝

の
刊
行
点
数
の
増
加
に
繋
が
っ
た
。

三
．
諸
葛
亮
の
評
伝
の
展
開

内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
を
嚆
矢
と
す
る
諸
葛
亮
の
評
伝
は
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ

に
分
か
れ
て
展
開
を
見
せ
る
。

（
一
）
研
究
者
に
よ
る
評
伝

内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
で
は
、
先
述
し
た
通
り
、
歴
史
学
者
の
目
線
で
史
料
を
基

に
内
容
を
検
討
し
、
人
口
や
年
齢
に
注
目
す
る
な
ど
独
自
の
分
析
を
加
え
た
が
、

後
篇
が
執
筆
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
網
羅
的
、
体
系
的
な
著
述
に
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
を
補
う
よ
う
に
諸
葛
亮
の
評
伝
が
続
い
て
い
く
。
ま
た
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』

で
は
、
漢
文
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
お
り
文
語
体
で
著
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、

一
般
向
け
の
書
籍
と
は
言
い
難
い
が
、
そ
の
後
、
平
易
な
表
現
を
用
い
た
諸
葛
亮

の
評
伝
も
刊
行
さ
れ
る
。

史
実
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
滲
む
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
の
ス
タ

ン
ス
を
継
ぐ
の
は
、
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
で
あ
る
。
「
序
」
で
「
私
が
本
書
を
著

（
三
九
）

は
す
に
至
つ
た
次
第
は
、
こ
れ
ら
一
般
の
常
識
の
根
據
で
あ
り
、
歷
史
の
研
究
に

と
つ
て
價
値
あ
り
と
信
ぜ
ら
れ
る
各
種
の
史
料
に
直
接
觸
れ
て
、
こ
の
時
代
に
生

き
た
孔
明
の
人
と
な
り
を
再
現
せ
ん
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
興
味
に
お

い
て
は
少
く
な
る
で
あ
ら
う
が
眞
實
に
お
い
て
は
却
つ
て
益
す
も
の
が
あ
ら
う
と

思
ふ
。
」
と
し
、
史
料
に
立
脚
し
た
諸
葛
亮
像
を
描
く
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

（
四
〇
）

渡
邉
義
浩
に
よ
れ
ば
、
宮
川
が
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
在
籍
中
に
書
い
た
も
の
で
、

執
筆
の
背
景
に
は
、
東
方
文
化
研
究
所
で
六
朝
仏
教
研
究
資
料
の
蒐
集
に
従
事
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
資
料
の
読
込
み
が
あ
る
と
す
る
。

（
四
一
）

宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
で
は
、
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
と
同
様
の
見
解
を
見
せ
る
箇

所
も
あ
る
が
、
渡
邉
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
諸
葛
亮
が
堅
持
し
た
漢
代
的
精
神
と
、

（
四
二
）

他
の
人
士
に
よ
る
貴
族
政
治
の
対
比
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
加
え
て
、
引
用
時
に
は
、

（
四
三
）

漢
文
で
は
な
く
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
読
み
下
し
文
が
使
わ
れ
て
お
り
、
一
般
の
読

者
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
評
伝
の
大
衆
化

研
究
者
に
よ
る
も
の
と
は
別
に
、
よ
り
広
い
読
者
に
向
け
た
諸
葛
亮
の
評
伝
も

出
さ
れ
た
。
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
を
中
心
と
し
た
、
史
実
に

沿
お
う
と
し
た
評
伝
と
、
そ
れ
以
上
に
自
ら
の
思
い
入
れ
が
強
く
表
れ
た
評
伝
の

二
種
に
大
別
で
き
る
。
前
者
の
う
ち
、
刊
行
時
期
が
比
較
的
早
い
安
東
『
孔
明
』

は
、
漢
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
が
、
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』
や
中
川
編
『
諸

葛
孔
明
』
で
は
、
平
易
に
読
み
下
し
文
で
書
か
れ
て
い
る
。

一
般
向
け
の
評
伝
の
中
で
、
史
書
を
ベ
ー
ス
と
し
た
記
述
と
、
著
者
の
思
い
と

が
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
が
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
で
あ
る
。
あ
っ
さ
り
と
し
た

印
象
に
な
り
が
ち
な
諸
葛
亮
の
評
伝
の
冒
頭
に
、
大
見
出
し
「
三
國
志
は
東
洋
の

清
華
」
か
ら
「
孔
明
と
曹
操
と
の
爭
ひ
也
」
「
理
想
的
人
格
と
し
て
の
孔
明
」
ま

で
、
随
筆
風
に
自
ら
の
考
え
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
、
そ
の
見
解
を
証
明
す
る

よ
う
に
人
物
伝
を
重
ね
て
い
く
。
白
河
は
、
曹
操
、
諸
葛
亮
の
二
人
が
歴
史
を
造

っ
た
と
し
、
三
國
時
代
の
歴
史
は
二
人
の
衝
突
の
記
録
だ
と
す
る
。

（
四
四
）

ま
た
、「
三
主
傳
対
照
」
で
は
、
ペ
ー
ジ
を
三
つ
の
枠
に
分
け
、
劉
備
、
曹
操
、

孫
権
の
対
照
表
を
示
し
、
「
家
系
図
及
び
出
身
」
「
年
齒
」
「
容
姿
」
「
學
問
」
「
人

物
《
及
び
其
の
事
跡
よ
り
見
ら
る
ゝ
性
格
一
班
》
」
「
將
相
謀
臣
擧
用
の
方
略
」

の
六
項
目
に
つ
い
て
細
か
い
事
績
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
孔
明
を
知
ら
ん
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と
欲
せ
ば
、
先
づ
三
主
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
著
者
が
考
え
た
た
め
で
あ

（
四
五
）

る
。
諸
葛
亮
の
伝
説
に
つ
い
て
も
、
そ
の
声
望
の
現
わ
れ
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
量

を
引
用
し
、
典
拠
を
明
記
し
て
い
る
。
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
の
多
面
的
、
網
羅
的

な
記
述
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
三
国
志
演
義
』
再
話
小
説
の
資
料
と
し
て
も

使
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
他
、
一
般
向
け
の
評
伝
に
は
、
自
ら
の
気
持
ち
を
諸
葛
亮
に
仮
託
し
、
情

熱
を
持
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。

吾
耻
庵
主
人
『
我
愛
す
る
偉
人
』
は
、
一
九
一
一
年
三
月
に
敬
文
館
か
ら
発
行

さ
れ
、
こ
の
時
、
作
者
は
匿
名
で
あ
っ
た
。
後
に
本
名
で
再
度
刊
行
さ
れ
た
際
、

（
四
六
）

著
者
の
永
田
は
執
筆
当
時
を
振
り
返
り
、
「
本
書
は
明
治
四
十
三
年
の
夏
僕
が
熊

本
縣
警
察
部
長
を
し
て
居
た
時
の
時
代
の
風
潮
に
對
し
て
滿
腔
の
不
滿
を
抱
い
て

東
京
よ
り
歸
縣
す
る
や
直
ち
に
筆
を
執
り
一
氣
呵
成
に
書
き
流
し
た
も
の
で

あ
る
」
と
し
、
自
然
主
義
、
社
會
主
義
、
官
僚
主
義
が
癪
に
障
っ
た
た
め
執
筆
に

（
四
七
）

至
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
諸
葛
亮
に
私
淑
し
つ
つ
も
、
「
決
し
て
孔
明
を
傳
せ

む
と
考
へ
た
の
で
は
無
い
、
孔
明
を
藉
り
て
自
己
の
意
思
を
發
表
せ
む
事
を
期
待

し
た
の
で
あ
る
」
「
（
引
用
者
注
：
著
者
は
諸
葛
亮
を
）
奮
闘
主
義
の
人
な
り
、

（
四
八
）

職
分
を
重
ん
ず
る
の
人
な
り
、
公
正
の
人
な
り
、
寡
慾
の
人
な
り
と
し
て
敬
慕
す

る
の
で
あ
る
、
今
一
つ
の
言
ひ
た
い
事
は
孔
明
を
意
氣
の
人
な
り
と
し
て
感
心
す

る
の
で
あ
る
」
と
、
諸
葛
亮
を
通
し
て
社
会
や
青
年
へ
の
希
望
を
述
べ
よ
う
と
す

（
四
九
）

る
。
そ
の
た
め
、
大
げ
さ
な
表
現
や
同
時
代
を
嘆
く
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。

（
五
〇
）

安
岡
「
諸
葛
孔
明
を
憶
ふ
」
で
は
、
「
今
聊
か
時
世
に
感
ず
る
所
も
あ
つ
て
」

刊
行
し
た
と
し
、
前
赤
壁
の
賦
を
引
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
熱
い
思
い
を
吐
露
す

る
。

舜
韶
聞
く
べ
か
ら
ず
、
周
禮
行
は
れ
ず
し
て
、
空
し
く
平
和
の
名
の
下

に
荒
怠
淫
蕩
を
恣
に
し
て
居
る
今
の
時
に
、
心
あ
る
者
齊
し
く
生
命
の
皷

動
・
感
激
の
熱
情
を
渇
望
し
て
居
る
今
の
時
に
、
料
ら
ず
も
三
國
の
活
劇

を
論
じ
、
ま
た
赤
壁
の
賦
を
憶
ひ
、
幾
多
の
英
雄
就
中
王
佐
の
偉
人
諸
葛

孔
明
を
説
く
こ
と
に
、
覺
え
ず
筆
の
慄
へ
る
愉
快
を
感
ず
る
。

（
五
一
）

末
尾
で
も
「
私
は
此
處
に
一
旦
筆
を
擲
た
う
。
そ
し
て
改
め
て
深
く
讀
者
と
共
に
、

漢
室
の
傾
頽
―
―
群
雄
の
成
敗
―
―
人
生
の
理
趣
を
味
は
ひ
た
い
。
そ
は
お
の
づ

か
ら
今
を
古
鏡
に
映
す
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
」
と
、
三
国
時
代
の
事
績
を

（
五
二
）

現
在
の
参
考
に
す
べ
き
だ
と
熱
を
込
め
て
い
る
。

太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』
は
、
山
水
社
か
ら
一
九
四
二
年
に
発
行
さ
れ
た
。「
序
」

に
よ
れ
ば
、
元
々
非
常
時
に
何
か
遣
り
た
い
と
思
い
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た

が
、
宣
戦
の
大
詔
に
よ
っ
て
一
気
呵
成
に
筆
を
進
め
た
と
い
う
。
第
一
章
「
序
篇
」

で
は
、
日
本
で
諸
葛
亮
が
い
か
に
馴
染
み
深
い
存
在
で
あ
っ
た
か
を
振
り
返
り
、

諸
葛
亮
の
人
格
を
紹
介
し
て
「
眞
に
我
國
の
先
祖
と
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
述

（
五
三
）

べ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
日
本
と
諸
葛
亮
の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
が
、
第
二

章
以
降
、
史
実
を
述
べ
、
諸
葛
亮
の
遺
事
と
評
価
を
ま
と
め
る
部
分
は
、
他
の
評

伝
と
重
な
る
。

（
五
四
）

太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』
で
は
、
諸
葛
亮
を
知
る
こ
と
で
中
国
の
歴
史
の
一
端
を

知
り
、
更
に
は
東
亜
に
関
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、

日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
中
の
一
九
四
二
年
と
い
う
時
代
を
反
映
し
た
も
の
だ
ろ

う
。

〔
…
〕
孔
明
を
知
る
こ
と
に
依
つ
て
、
支
那
歷
史
の
一
端
を
知
り
、
さ
ら

に
東
亞
に
關
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。
我
が
國
は
明
治
以
來
、

歐
米
の
物
質
文
明
の
み
に
心
醉
し
、
東
亞
の
文
化
を
閑
却
す
る
に
至
つ
た

の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
つ
た
。
こ
の
際
か
く
の
如
き
誤
れ
る
思
想
を
淸
算
し
、

東
亞
に
關
す
る
總
て
の
文
化
を
再
現
す
る
は
今
日
の
喫
緊
事
で
あ
る
。
今
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や
大
東
亞
共
榮
圈
の
確
立
は
、
日
本
民
族
に
課
せ
ら
れ
た
る
一
大
責
務
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
一
助
と
し
て
も
、
支
那
隨
一
の
偉
人
諸
葛

孔
明
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（
五
五
）

こ
こ
で
は
、
諸
葛
亮
が
「
支
那
隨
一
の
偉
人
」
と
さ
れ
中
国
を
代
表
す
る
存
在
だ

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
中
国
理
解
が
求
め

ら
れ
る
中
、
諸
葛
亮
が
必
要
視
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
支
那
の
偉
人
で
あ
る
諸
葛

亮
は
「
臣
道
実
践
と
職
域
奉
公
に
生
き
拔
い
た
人
物
」
で
あ
り
、
和
気
清
麻
呂
、

（
五
六
）

楠
正
成
と
並
び
、
執
筆
当
時
の
日
本
で
検
討
す
る
べ
き
人
物
だ
と
し
、
大
東
亜
戦

争
で
活
躍
す
る
同
胞
に
諸
葛
亮
の
精
神
を
伝
え
た
い
と
し
て
い
る
。

（
三
）
評
伝
の
作
者

こ
の
よ
う
に
、
一
般
向
け
に
書
か
れ
た
評
伝
の
中
に
は
、
著
者
の
想
い
が
反
映

さ
れ
た
も
の
や
、
時
代
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
が
存
在
す
る
。
作
者
を
み
れ

ば
、
内
藤
・
宮
川
は
東
洋
史
学
者
で
あ
り
、
一
般
向
け
の
評
伝
を
執
筆
し
た
う
ち
、

西
脇
、
猪
狩
は
教
育
者
で
、
白
河
は
中
国
文
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

（
五
七
）

（
五
八
）

（
五
九
）

自
ら
の
心
情
を
孔
明
に
仮
託
す
る
傾
向
が
強
い
永
田
は
警
察
部
長
、
太
田
は
弁

護
士
と
、
文
学
と
関
係
が
薄
い
仕
事
に
就
い
て
い
た
。
教
師
で
あ
っ
た
西
脇
は

（
六
〇
）

「
序
」
で
、
為
す
べ
き
と
こ
ろ
を
尽
く
し
た
点
で
諸
葛
亮
を
偉
大
だ
と
し
、
言
行

録
を
編
ん
で
当
時
の
青
年
に
問
お
う
と
し
た
と
執
筆
の
理
由
を
説
明
す
る
。
ま
た
、

（
六
一
）

永
田
は
「
歷
史
家
は
寫
眞
の
樣
な
も
の
で
あ
る
、
何
も
か
も
有
の
儘
に
寫
せ
ば
好

い
、
然
る
に
英
雄
崇
拝
者
は
畫
家
の
如
き
も
の
で
あ
る
、
惡
を
去
り
て
善
を
採
り

醜
を
棄
て
ゝ
美
を
鍾
め
之
を
理
想
化
し
て
其
の
善
美
な
る
點
を
讃
美
す
べ
き
で

あ
る
」
と
、
歴
史
家
と
立
場
が
違
う
、
英
雄
崇
拝
者
と
し
て
の
自
ら
の
態
度
を
明

（
六
二
）

確
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
作
者
の
広
が
り
は
、
評
伝
の
目
的
の
変
化
を
象
徴
す
る
。
事
実
に
即

し
た
諸
葛
亮
像
を
描
こ
う
と
し
た
東
洋
史
学
者
の
評
伝
か
ら
、
『
三
国
志
演
義
』

の
諸
葛
亮
像
も
併
せ
た
自
由
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
理
想
的
な
人
物
で
あ
る
諸
葛
亮
の

姿
を
学
生
や
社
会
全
体
に
伝
え
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
諸
葛
亮
の

評
伝
に
、
大
衆
化
と
と
も
に
、
精
神
修
養
的
、
啓
蒙
的
な
性
格
が
加
わ
っ
た
と
言

え
る
。

四
．
小
説
の
資
料
と
し
て
の
評
伝
―
吉
川
英
治
『
三
國
志
』
を
例
に

（
一
）
吉
川
英
治
旧
蔵
書
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
と
の
類
似
性

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
諸
葛
亮
の
評
伝
と
、
吉
川
英
治
の
小
説
『
三

國
志
』
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
六
三
）

吉
川
は
『
三
國
志
』
執
筆
に
際
し
、
『
通
俗
三
國
志
』
を
中
心
に
、
村
上
知
行

『
三
國
志
物
語
』
も
参
照
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
吉
川
の
旧

蔵
書
と
し
て
、
現
在
も
吉
川
英
治
記
念
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
吉
川
『
三

（
六
四
）

國
志
』
に
は
、
『
三
国
志
演
義
』
、
『
通
俗
三
國
志
』
及
び
村
上
『
三
國
志
物
語
』

な
ど
に
記
述
の
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
、

（
六
五
）

同
じ
く
吉
川
の
旧
蔵
書
で
あ
る
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
に
類
似
箇
所
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
諸
葛
亮
の
子
、
諸
葛
瞻
に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
蜀
志
諸
葛
亮

伝
に
あ
る
、
諸
葛
亮
が
兄
諸
葛
瑾
に
諸
葛
瞻
に
つ
い
て
書
き
送
っ
た
手
紙
の
文
面

が
、
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
で
は
「
瞻
今
已
に
八
歳
、
聰
慧
愛
す
べ
し
、

惟
だ
そ
の
早
成
を
嫌
ふ
恐
ら
く
は
重
器
と
な
る
と
を
得
ざ
ら
ん
と
。
」
と
紹
介
さ

（
六
六
）

れ
て
い
る
が
、
吉
川
『
三
國
志
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

且
、
瞻
は
た
い
へ
ん
才
童
で
あ
つ
た
と
み
え
、
建
興
十
二
年
、
呉
に
あ
る

兄
の
瑾
に
宛
て
ゝ
送
つ
て
ゐ
る
彼
の
書
簡
に
も
か
う
見
え
る
。
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＝
瞻
今
ス
デ
ニ
八
歳
、
聡
慧
愛
ス
ベ
シ
、
タ
ヾ
其
ノ
早
成
、
恐
ラ
ク
ハ
重

器
タ
ラ
ザ
ル
ヲ
嫌
フ
ノ
ミ
。

彼
は
八
歳
の
兒
を
見
る
に
さ
へ
、
国
家
的
見
地
か
ら
こ
れ
を
観
て
ゐ
た
。

（
六
七
）

ま
た
、
「
子
を
誡
む
る
書
」
に
つ
い
て
も
、
吉
川
『
三
國
志
』
で
、
「
そ
の
年
、

（
六
八
）

孔
明
は
征
地
に
歿
し
た
の
で
あ
る
。
遺
愛
の
文
房
の
う
ち
か
ら
、
「
子
を
誡
む
る

書
」
と
い
ふ
の
が
出
て
來
た
。
」
と
使
わ
れ
て
い
る
。

（
六
九
）

以
上
の
箇
所
を
見
れ
ば
、
吉
川
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
吉
川
が
『
三

國
志
』
執
筆
時
に
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
を
参
照
し
た
可
能
性
を
指
摘
で

き
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
例
示
し
た
、
諸
葛
亮
が
諸
葛
瞻
に
つ
い
て
諸
葛
瑾
に
送
っ

た
手
紙
と
「
子
を
誡
む
る
書
」
は
他
の
評
伝
に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
吉
川
が
西
脇

編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
を
参
照
し
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
七
Ｏ
）

（
二
）
吉
川
英
治
旧
蔵
書
以
外
の
評
伝
と
の
類
似
性

吉
川
の
蔵
書
で
あ
る
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
以
外
の
評
伝
で
も
、
従
来

指
摘
さ
れ
て
き
た
底
本
に
は
見
ら
れ
な
い
、
吉
川
『
三
國
志
』
に
よ
く
似
た
箇
所

が
確
認
で
き
る
。

先
ず
、
諸
葛
菜
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
吉
川
『
三
國
志
』
で
は
、
以
下
の
よ

う
な
逸
話
が
紹
介
さ
れ
る
。

彼
が
、
軍
を
移
駐
し
て
、
或
る
地
點
か
ら
或
る
地
點
へ
移
動
す
る
と
、

か
な
ら
ず
兵
舎
の
構
築
と
と
も
に
、
附
近
の
空
閑
地
に
蕪
（
蔓
菁
と
も
よ

ぶ
）
の
種
を
蒔
か
せ
た
と
い
ふ
こ
と
だ
。
こ
の
蕪
は
、
春
夏
秋
冬
、
い
つ

で
も
成
育
す
る
し
、
土
壌
を
え
ら
ば
な
い
特
質
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
根

か
ら
茎
や
葉
ま
で
生
で
も
煮
て
も
喰
べ
ら
れ
る
と
い
ふ
利
便
が
あ
る
の

で
、
兵
の
軍
糧
副
食
物
と
し
て
は
絶
好
の
物
だ
つ
た
ら
し
い
。

〔
…
〕
で
、
こ
の
蔓
菁
の
播
植
は
、
諸
所
の
地
方
民
の
日
常
食
に
も
分

布
さ
れ
て
、
今
も
蜀
の
江
陵
地
方
の
民
衆
の
あ
ひ
だ
で
は
、
こ
の
蕪
の
こ

と
を
「
諸
葛
菜
」
と
よ
ん
で
愛
食
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。

（
七
一
）

杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』
に
は
、
「
諸
葛
公
が
止
む
る
所
の
兵
士
獨
り
蔓
菁
を

種
ゑ
て
六
つ
の
利
あ
り
と
爲
す
。
三
蜀
江
陵
の
人
、
今
も
蔓
菁
を
呼
び
て
諸
葛
菜

と
い
ふ
。
」
と
あ
り
、
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
七
二
）

孔
明
は
軍
を
移
動
し
て
、
あ
る
場
所
に
駐
屯
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
必

ず
兵
舎
の
ま
は
り
に
蕪
（
蔓
菁
と
も
い
ふ
）
の
種
を
播
い
た
。
蕪
は
四
季

を
問
は
ず
す
ぐ
成
育
し
て
根
・
莖
・
葉
は
生
で
も
似
て
も
食
用
に
供
し
得

る
頗
る
便
利
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
軍
が
作
戰
上
そ
こ
を
引
揚
げ
る
場
合

に
、
蕪
を
そ
の
儘
に
置
い
て
い
つ
て
も
、
た
か
が
野
菜
で
あ
る
か
ら
、
べ

つ
に
惜
む
ほ
ど
の
も
の
で
も
な
い
。
更
に
も
と
の
場
所
に
戾
つ
て
來
て
も

見
付
け
る
に
骨
も
折
れ
ず
、
す
ぐ
埰
取
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
軍
が
出
先

で
蔬
菜
を
得
る
法
と
し
て
は
洵
に
面
白
い
仕
方
で
あ
る
。
今
の
蜀
の
江
陵

の
人
達
は
、
こ
の
蕪
を
諸
葛
菜
と
呼
ん
で
ゐ
る
さ
う
だ
（
劉
禹
錫
嘉
話
錄
）
。

（
七
三
）

こ
の
諸
葛
菜
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
『
三
国
志
演
義
』
や
、
従
来
吉
川
『
三
國

志
』
の
底
本
と
さ
れ
て
き
た
『
通
俗
三
國
志
』
、
村
上
『
三
國
志
物
語
』
な
ど
、

ま
た
、
他
の
評
伝
に
は
見
ら
れ
な
い
。
吉
川
が
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』
を
参
照
し

た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
太
田
が
劉
禹
錫
『
嘉
話
錄
』
だ
と

す
る
こ
の
逸
話
の
典
拠
は
、
『
太
平
広
記
』
に
求
め
ら
れ
る
。

（
七
四
）

桓
温
の
逸
話
も
『
三
国
志
演
義
』
及
び
従
来
の
底
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
殷
芸
『
小

説
』
を
典
拠
と
す
る
が
、
吉
川
『
三
國
志
』
で
は
、
以
下
の
通
り
語
ら
れ
る
。

（
七
五
）
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蜀
が
魏
に
亡
ぼ
さ
れ
、
後
又
、
そ
の
蜀
を
征
し
て
桓
溫
が
成
都
に
入

マ
マ

（
七
六
）

つ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
ま
だ
百
余
歲
の
高
齡
を
保
つ
て
、

劉
禅
帝
時
代
の
世
の
中
を
知
つ
て
ゐ
た
一
老
翁
が
あ
つ
た
。

桓
溫
は
、
老
翁
を
よ
ん
で
、

「
お
ま
へ
は
、
百
余
歲
に
な
る
と
い
ふ
が
、
そ
ん
な
齡
な
ら
、
諸
葛
孔

明
が
生
き
て
ゐ
た
頃
を
知
つ
て
ゐ
る
わ
け
だ
。
あ
の
人
を
見
た
こ
と
が
あ

る
か
」

と
、
た
づ
ね
た
。

老
翁
は
、
誇
る
が
如
く
答
へ
た
。

「
は
い
、
は
い
。
あ
り
ま
す
と
も
、
わ
た
く
し
が
ま
だ
若
年
の
小
吏
の

頃
で
し
た
が
、
よ
く
覺
え
て
を
り
ま
す
る
」

「
さ
う
か
。
で
は
問
ふ
が
、
孔
明
と
い
ふ
の
は
、
い
つ
た
い
ど
ん
な
ふ

う
な
人
だ
つ
た
な
」

「
さ
あ
？

…
…
」

訊
か
れ
る
と
、
老
翁
は
困
つ
た
や
う
な
顏
を
し
て
い
る
の
で
、
桓
溫
が
、

同
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
英
傑
や
偉
人
の
名
を
い
ろ

〱
持
出
し
て
、

「
た
と
へ
ば
…
誰
み
た
い
の
人
物
か
。
誰
と
比
較
し
た
ら
似
て
ゐ
る
と

思
ふ
か
」

と
、
か
さ
ね
て
問
う
た
。

す
る
と
、
老
翁
は
、

「
わ
た
く
し
の
覺
え
て
ゐ
る
諸
葛
丞
相
は
、
べ
つ
だ
ん
誰
と
も
ち
が
つ

た
所
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
今
、
あ
な
た
樣
の
ゐ
ら
つ
し
や
る
左
右

に
見
え
る
大
將
方
の
や
う
に
、
そ
ん
な
に
お
偉
く
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ゞ
、
丞
相
が
お
歿
な
り
に
な
つ
て
か
ら
後
は
、
何
と
な
く
、
あ
ん
な
お

方
は
も
う
此
の
世
に
は
ゐ
な
い
氣
が
す
る
だ
け
で
御
座
い
ま
す
」

と
、
言
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

（
七
七
）

こ
の
逸
話
は
、
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』
、
中
川
編
『
諸
葛
孔
明
』
、
宮
川
『
諸

（
七
八
）

（
七
九
）

葛
孔
明
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
八
〇
）

ま
た
、
吉
川
『
三
國
志
』
に
は
、
諸
葛
亮
の
祖
先
、
諸
葛
豊
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。

元
帝
の
外
戚
に
あ
た
る
者
で
、
許
章
と
い
ふ
寵
臣
が
あ
つ
た
。
こ
れ
が

國
法
の
外
の
振
舞
を
し
て
し
か
た
が
な
い
。
諸
葛
豐
は
、
そ
の
不
法
行
爲

を
に
ら
ん
で
、

「
い
つ
か
は
」

と
、
法
の
威
厳
を
示
す
べ
く
誓
つ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
或
る
折
、
又
復
、

國
法
を
紊
し
て
、
恬
と
し
て
顧
み
な
い
や
う
な
一
事
件
が
あ
つ
た
。

「
斷
じ
て
、
縛
る
」

と
、
警
視
總
監
み
づ
か
ら
、
部
下
を
ひ
き
つ
れ
て
捕
縛
に
向
つ
た
。
ち

や
う
ど
許
章
は
宮
門
か
ら
出
て
來
た
と
こ
ろ
だ
つ
た
が
、
豐
總
監
の
す
が

た
を
見
て
、
あ
わ
て
ゝ
禁
門
の
中
へ
か
く
れ
こ
ん
で
し
ま
つ
た
。

そ
し
て
、
彼
は
、
天
子
の
寵
を
た
の
み
、
袞
龍
の
袖
に
か
く
れ
て
哀
訴

し
た
。
し
か
も
、
豐
は
國
法
の
曲
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
説
い
て
ゆ
る
さ

な
か
つ
た
の
で
、
天
子
は
却
つ
て
彼
を
憎
み
、
彼
の
官
職
を
没
り
上
げ
て
、

城
門
の
校
尉
と
い
ふ
一
警
手
に
左
遷
し
て
し
ま
つ
た
。

そ
れ
で
も
、
彼
は
猶
、
し
ば
〱
怪
し
か
ら
ぬ
大
官
の
罪
を
た
ゞ
し
て
仮

借
し
な
か
つ
た
爲
、
つ
ひ
に
さ
う
い
ふ
大
官
連
か
ら
排
撃
さ
れ
て
、
や
が

て
免
職
を
い
ひ
渡
さ
れ
、
ぜ
ひ
な
く
鄕
土
に
老
骨
を
さ
げ
て
、
一
庶
民
に

歸
し
て
し
ま
つ
た
人
だ
と
あ
る
。

（
八
一
）

こ
の
逸
話
の
出
典
は
『
後
漢
書
』
で
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』

（
八
二
）

（
八
三
）
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に
も
見
ら
れ
る
が
、
諸
葛
豊
の
左
遷
先
を
「
城
門
校
尉
」
と
明
記
す
る
の
は
内
藤

『
諸
葛
武
侯
』
と
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
で
あ
る
。
特
に
、
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
の

（
八
四
）

記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
吉
川
『
三
國
志
』
に
似
通
っ
て
お
り
、
吉
川
が
こ
の
部

分
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

天
子
の
外
戚
に
當
る
許
章
と
い
ふ
廷
臣
の
不
法
行
爲
を
彈
劾
せ
ん
と
し

て
會
々
道
路
で
遭
ひ
、
早
速
檢
束
し
よ
う
と
し
た
の
で
許
章
は
宮
門
に
逃

げ
こ
み
、
天
子
に
哀
願
し
て
許
し
を
乞
う
た
。
諸
葛
豐
の
過
當
な
處
置
を

憤
つ
た
元
帝
は
彼
を
免
官
し
、
城
門
校
尉
に
左
遷
し
た
が
、
彼
は
そ
の
後

も
態
度
を
改
め
な
か
つ
た
の
で
老
年
に
及
び
遂
に
庶
人
の
身
分
に
お
と
さ

れ
た
と
い
ふ
。

（
八
五
）

上
述
し
た
諸
葛
菜
、
桓
温
、
諸
葛
豊
の
逸
話
は
、
『
三
国
志
演
義
』
で
は
描
か
れ

な
い
も
の
で
あ
り
、
諸
葛
亮
像
を
多
面
的
に
描
き
人
物
像
に
厚
み
を
与
え
る
た
め
、

吉
川
が
『
三
國
志
』
の
中
に
取
り
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
評
伝
が
小
説
に

変
わ
る
過
程
が
窺
え
よ
う
。

そ
し
て
、
吉
川
『
三
國
志
』
に
は
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
と
の
類
似
が
顕
著
に

現
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
、
吉
川
『
三
國
志
』
に
神
格
化
さ
れ
た
諸
葛
亮
を

紹
介
す
る
た
め
短
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
そ
の
出
典
を
挙
げ
る
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ

る
。

―
―
孔
明
の
女
は
雲
に
乗
つ
て
天
に
上
つ
た
。
そ
れ
が
葛
女
祠
と
し
て
祭

ら
れ
た
も
の
だ
。
「
朝
眞
觀
記
々
事
」

―
―
木
牛
流
馬
は
入
神
の
自
動
器
械
で
、
人
の
力
を
用
ひ
ず
自
で
に
走

つ
た
。
「
戎
州
志
」

―
―
彼
は
時
計
も
作
つ
た
。
そ
の
時
計
は
、
毎
更
に
鼓
を
鳴
ら
し
、
三

更
に
な
る
と
、
鶏
の
聲
を
三
唱
す
る
。
「
華
夷
考
」

―
―
孔
明
の
用
ひ
た
釜
は
今
で
も
水
を
入
れ
る
と
ひ
と
り
で
に
す
ぐ
沸

く
。
「
丹
鉛
錄
」

―
―
孔
明
の
墳
の
あ
る
定
軍
山
に
雲
が
お
り
る
と
今
で
も
き
つ
と
撃
鼓

の
聲
が
す
る
。
漢
中
の
八
陣
の
遺
蹟
に
は
、
雨
が
ふ
る
と
、
鬨
の
声
が
起

る
。
「
干
寶
晉
記
」

（
八
六
）

吉
川
『
三
國
志
』
の
こ
の
記
述
は
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
の
「
孔
明
傳
餘
屑
」
の

小
見
出
し
「
其
の
遺
跡
傳
説
に
富
む
こ
と
」
と
い
う
、
複
数
の
資
料
の
出
典
を
示

し
な
が
ら
諸
葛
亮
の
神
仙
性
を
列
挙
す
る
次
の
箇
所
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
木

牛
流
馬
が
「
蜀
記
」
か
「
戎
州
志
」
か
、
吉
川
『
三
國
志
』
と
白
河
『
諸
葛
孔
明
』

で
出
典
が
ず
れ
る
部
分
も
、
引
き
写
し
の
際
の
誤
り
だ
と
考
え
得
る
範
囲
だ
ろ
う
。

〔
…
〕
彼
れ
の
女
が
雲
に
乗
り
て
天
に
上
り
し
と
て
今
に
葛
女
祠
あ
る

《
朝
眞
觀
記
》
が
如
き
、
魏
の
刺
客
を
看
破
し
刺
客
も
亦
孔
明
を
一
見
し
て

戰
慄
し
て
逸
走
せ
り
《
蜀
記
》
と
い
ふ
が
如
き
、
木
牛
流
馬
は
入
神
の
自

動
器
械
な
り
し
《
前
に
擧
ぐ
》
と
い
ふ
が
如
き
、
彼
れ
の
用
ゐ
し
と
稱
す
る

銅
鼓
が
殆
ど
無
數
に
し
て
之
れ
を
珍
藏
す
る
も
の
甚
だ
多
き
《
戎
州
志
》

が
如
き
、
〔
…
〕
今
の
時
計
の
如
く
毎
更
に
鼓
を
鳴
ら
し
三
更
に
は
鶏
鳴

の
聲
を
三
唱
す
る
鶏
鳴
枕
と
い
ふ
も
の
を
作
り
し
《
華
夷
考
》
と
い
ふ
が

如
き
、
彼
れ
の
用
ひ
し
釜
は
今
に
て
も
水
を
入
る
れ
ば
直
ぐ
に
沸
く
《
丹

鉛
錄
》
と
い
ふ
が
如
き
、
〔
…
〕
た
だ
し
、
定
軍
山
に
天
陰
れ
ば
猶
ほ
撃
鼓

の
聲
を
聞
き
、《
前
に
擧
ぐ
》
漢
中
の
八
陣
蹟
は
、
今
に
皷
甲
の
聲
あ
り
、

陰
雨
の
と
き
は
い
よ

〱
響
く
と
い
ひ
、
干
寶
晉
記
〔
…
〕

（
八
七
）

さ
ら
に
、
吉
川
『
三
國
志
』
が
引
く
「
談
叢
」
「
琴
経
」
「
歴
代
名
書
譜
」
も
、

（
八
八
）
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白
河
『
諸
葛
孔
明
』
に
そ
の
内
容
と
出
典
が
見
ら
れ
る
。
吉
川
『
三
國
志
』
は
、

（
八
九
）

二
次
資
料
と
し
て
評
伝
を
用
い
出
典
を
明
記
す
る
こ
と
で
、
諸
葛
亮
の
口
碑
伝
説

が
様
々
な
形
で
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

続
い
て
、
「
偉
大
な
る
平
凡
人
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

白
河
『
諸
葛
孔
明
』
の
小
見
出
し
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
「
偉
大
な
る
平
凡
人
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
吉
川
『
三
國
志
』
に
も
登
場
す
る
。

（
九
Ｏ
）

だ
が
、
こ
ゝ
で
も
う
一
言
、
私
見
を
ゆ
る
し
て
も
ら
へ
る
な
ら
、
私
は
や

は
り
か
う
言
ひ
た
い
。
仲
達
は
天
下
の
奇
才
だ
、
と
言
つ
た
が
、
私
は
、

偉
大
な
る
平
凡
人
と
稱
へ
た
い
の
で
あ
る
、
孔
明
ほ
ど
正
直
な
人
は
少
い
。

律
義
實
直
で
あ
る
。
決
し
て
、
孔
子
孟
子
の
よ
う
な
聖
賢
の
円
滿
人
で
も

な
け
れ
ば
、
奇
矯
な
る
快
男
兒
で
も
な
い
。
た
ゞ
そ
の
平
凡
が
世
に
多
い

平
凡
と
ち
が
つ
て
非
常
に
大
き
い
の
で
あ
る
。

（
九
一
）

白
河
『
諸
葛
孔
明
』
の
「
偉
大
な
る
平
凡
人
」
で
は
、
誰
も
が
孔
子
の
よ
う
な

修
養
勉
強
を
積
め
ば
孔
子
た
り
得
る
と
い
う
こ
と
か
ら
孔
子
を
「
平
凡
な
る
偉
大

人
」
だ
と
し
、
そ
れ
に
似
た
も
の
で
、
諸
葛
亮
は
尋
常
平
凡
で
あ
り
な
が
ら
普
通

人
と
大
小
に
お
い
て
差
が
あ
る
と
す
る
。
先
に
述
べ
た
桓
温
の
逸
話
な
ど
を
引
き

つ
つ
、
諸
葛
亮
が
謹
慎
・
忠
誠
・
儉
素
の
三
事
を
自
ら
に
許
し
た
と
し
、
こ
の
三

事
が
あ
れ
ば
十
分
だ
が
、
そ
れ
を
備
え
る
者
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、
諸
葛
亮
を
最

も
偉
大
な
る
平
凡
人
だ
と
結
論
付
け
て
い
る
。

（
九
二
）

吉
川
が
『
三
國
志
』
の
末
尾
に
置
い
た
「
偉
大
な
る
平
凡
人
」
だ
と
い
う
諸
葛

亮
像
は
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
の
記
述
に
近
く
、
そ
の
主
張
を
簡
単
に
紹
介
し
た

も
の
と
も
言
え
る
。
吉
川
『
三
國
志
』
執
筆
時
に
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
を
資
料

と
し
て
参
考
に
し
た
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

（
九
三
）

以
上
、
本
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
吉
川
『
三
國
志
』
執
筆
時
に
吉
川
は
、
諸

葛
菜
の
逸
話
か
ら
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』
、
ま
た
、
桓
温
の
逸
話
と
諸
葛
豊
の
左

遷
後
の
官
職
双
方
を
載
せ
る
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
、
そ
し
て
、
伝
説
の
出
典
や
諸

葛
亮
に
対
す
る
表
現
が
似
通
っ
て
い
る
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
少
な
く
と
も
こ
の

三
冊
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
三
）
吉
川
『
三
國
志
』
執
筆
時
の
資
料

現
在
確
認
で
き
る
「
三
国
志
」
関
連
の
、
吉
川
英
治
記
念
館
所
蔵
の
吉
川
の

蔵
書
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

月
の
舎
秋
里
編
述
『
通
俗
絵
本
三
國
志
』

（
九
四
）

永
井
徳
鄰
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
（
須
原
屋
茂
兵
衛
等
、
一
八
七
七
年
）

博
文
館
編
輯
局
校
訂
『
校
訂
通
俗
三
國
志
』
上
下
（
博
文
館
、
一
八
九
三
年
）

西
脇
玉
峯
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
録
』
（
偉
人
研
究

第
二
九
編
、
内
外
出
版

協
會
、
一
九
〇
八
年
）

三
浦
理
編
『
通
俗
三
國
志
』
上
中
下
（
有
朋
堂
書
店
、
一
九
一
二
年
）

村
上
知
行
『
三
國
志
物
語
』
第
一
巻
～
第
三
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
九

～
一
九
四
〇
年
）

こ
の
う
ち
、
『
通
俗
絵
本
三
國
志
』
に
は
多
く
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、

吉
川
の
筆
跡
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
前
の
持
ち
主
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

吉
川
が
読
書
用
も
し
く
は
資
料
と
し
て
古
書
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
吉

川
の
連
載
開
始
の
凡
そ
三
十
年
前
に
出
版
さ
れ
た
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
録
』

も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
川
の
蔵
書
に
一
九
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
白
河
『
諸

葛
孔
明
』
が
入
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
吉
川
は
、
村
上
『
三
國
志
物
語
』
を
執
筆
の
参
考
に
し
て
い
た
。
同
じ

く
『
三
國
志
』
連
載
中
に
刊
行
さ
れ
た
諸
葛
亮
の
評
伝
、
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』
、

宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
が
吉
川
の
目
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
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現
在
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
本
章
で
論
じ
た
評
伝
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
太

田
『
諸
葛
孔
明
傳
』
、
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
な
ど
は
、
古
書
、
新
刊
書
を
含
む
吉

川
の
蔵
書
の
傾
向
か
ら
見
て
、
蔵
書
に
含
ま
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
上
、
現

在
は
散
逸
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
三
國
志
』
執
筆
に
際
し
、
吉
川
は
、
古
書

・
新
刊
書
を
問
わ
ず
、
何
冊
も
の
資
料
を
幅
広
く
収
集
し
、
資
料
と
し
て
活
用
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
『
三
國
志
』
と
並
行
し
『
新
書
太
閤
記
』
、
時
期
に
よ
っ
て

は
『
源
頼
朝
』
『
梅
里
先
生
行
状
記
』
と
新
聞
連
載
を
三
本
抱
え
、
さ
ら
に
雑
誌

の
連
載
物
、
短
編
小
説
も
執
筆
し
て
い
た
と
い
う
吉
川
の
忙
し
さ
か
ら
考
え
れ
ば
、

（
九
五
）

漢
文
の
読
解
力
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
典
を
読
み
込
む
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た

（
九
六
）

と
は
考
え
に
く
い
。
吉
川
は
、
厳
し
い
時
間
の
制
約
が
あ
る
中
で
、
漢
籍
で
は
な

く
口
語
体
な
ど
読
み
や
す
く
書
か
れ
た
評
伝
を
参
考
に
、
『
三
国
志
演
義
』
以
外

に
見
ら
れ
る
諸
葛
亮
像
を
作
品
に
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

五
．
ま
と
め

本
稿
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
出
版
さ
れ
た
諸
葛
亮
に
つ
い
て
の
評
伝
を

紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
評
伝
の
記
述
は
漢
籍
に
基
づ
く
も
の
も
多
く
、
従
来
は
研

究
者
や
知
識
人
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
虚
構
を
排
し
史
実
に
忠
実
で
、
か
つ

読
み
や
す
い
形
の
評
伝
と
し
て
語
り
直
さ
れ
る
こ
と
で
、
漢
籍
以
上
に
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
吉
川
英
治
は
『
三
國
志
』
執
筆
に
際
し
、
諸
葛
亮
像
を
豊
か
に
描
い

た
り
、
記
述
に
リ
ア
リ
テ
ィ
や
信
憑
性
を
与
え
た
り
す
る
た
め
、
本
稿
で
紹
介
し

た
よ
う
な
評
伝
の
内
容
を
資
料
と
し
て
自
ら
の
小
説
に
取
り
込
ん
だ
。
吉
川
『
三

國
志
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
評
伝
に
含
ま
れ
る
内
容
も
よ
り
広
く

人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

『
三
国
志
』
、
『
三
国
志
演
義
』
に
関
連
す
る
書
籍
は
小
説
に
留
ま
ら
ず
、
日

本
に
お
い
て
も
大
き
な
広
が
り
を
持
つ
。
三
国
志
関
連
小
説
の
底
本
に
つ
い
て
検

討
す
る
際
、
こ
う
し
た
評
伝
の
よ
う
な
二
次
資
料
を
、
直
接
、
間
接
的
に
活
用
し

た
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

史
書
か
ら
歴
史
小
説
を
書
く
際
、
読
み
や
す
く
資
料
が
集
め
ら
れ
、
人
物
評
も

含
む
評
伝
は
、
貴
重
な
種
本
と
な
る
。
歷
史
と
文
学
の
中
間
に
、
人
物
評
伝
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
明
治
以
降
、
盛
ん
に
執
筆
、
出
版
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
評
伝
の
流
れ
を
汲
み
、
換
骨
奪
胎
し
、
独
自
の
作
品
と
し
て
提
出
し
た
と
い
う

点
に
お
い
て
、
吉
川
『
三
國
志
』
も
、
先
行
す
る
評
伝
と
と
も
に
、
評
伝
文
学
の

流
れ
に
あ
る
と
も
言
え
る
。
史
書
と
歴
史
文
学
の
間
に
評
伝
文
学
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
、
よ
り
意
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

《

注

》

（
一
）
本
稿
で
は
、
『
三
国
志
演
義
』
や
史
書
『
三
国
志
』
を
含
み
、
広
く
三
国
時
代
に
纏

わ
る
言
説
を
指
す
場
合
は
「
三
国
志
」
と
表
記
す
る
。
陳
壽
撰
、
裴
松
之
注
『
三
國
志
』

一
～
五
（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）、
毛
宗
岗
岗
、
禹
克
坤･

赵
祖
谟･

李
庆
荣
注
『
三

国
演
义
』
上
下
（
同
心
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
博
文
館
編
輯
局
編
『
通
俗
三
國
志
』

第
一
～
六
巻
（
博
文
館
文
庫
一
五
三
～
一
五
八
、
博
文
館
、
一
九
四
〇
年
）
を
そ
れ
ぞ

れ
参
照
し
た
。

引
用
文
中
の
括
弧
は
原
文
に
よ
り
、
引
用
者
に
よ
る
括
弧
書
き
は
注
記
し
た
。
ル
ビ

及
び
傍
点
は
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。

（
二
）
井
上
新
一
郎
編
『
支
那
小
説
譯
解
』
第
十
一
號
（
東
海
義
塾
、
一
九
〇
〇
年
）
、
久

保
天
隨
『
三
國
志
演
義
』
（
支
那
文
學
評
釈
叢
書

第
一
巻
、
隆
文
館
、
一
九
〇
六
年
）

な
ど
。

（
三
）
土
井
晩
翠
の
『
星
落
秋
風
五
丈
原
』
が
名
高
い
。
初
出
は
『
帝
國
文
學
』
一
八
九
八

年
十
一
月
号
。
翌
年
、
土
井
晩
翠
の
第
一
詩
集
『
天
地
有
情
』（
博
文
館
、
一
八
九
九
年
）

に
収
め
ら
れ
た
。

（
四
）
松
本
一
男
『
曹
操
・
悪
役
の
人
生
論

野
望
を
抱
き
、
し
た
た
か
に
生
き
よ
』
（PH

P
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研
究
所
、
一
九
九
四
年
）、
石
井
仁
『
曹
操

魏
の
武
帝
』
（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
〇

年
）
な
ど
。

（
五
）
守
屋
洋
ほ
か
『
劉
備

『
三
国
志
』
随
一
の
徳
望
を
も
つ
男
』
（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、

一
九
九
〇
年
）
、
桜
井
信
夫
『
劉
備
・
関
羽
・
張
飛

三
国
志
「
蜀
」
の
三
英
雄
』
（
講
談

社
火
の
鳥
伝
記
文
庫
八
四
、
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
。

（
六
）
本
稿
で
は
、
諸
葛
亮
の
生
涯
の
事
績
及
び
逸
話
を
主
題
に
据
え
た
以
下
の
書
籍
を
扱

う
。一

内
藤
虎
次
郎
『
諸
葛
武
侯
』
（
東
華
堂
、
一
八
九
七
年
）

二

安
東
俊
明
『
孔
明
』（
世
界
歴
史
譚
第
拾
四
編
、
博
文
社
、
一
九
〇
〇
年
）

三

西
脇
玉
峰
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』（
偉
人
研
究
第
二
十
九
編
、
内
外
出
版
協
會
、

一
九
〇
八
年
）

四

吾
耻
庵
主
人
『
我
愛
す
る
偉
人
』
（
敬
文
館
、
一
九
一
一
年
）

五

白
河
鯉
洋
『
諸
葛
孔
明
』
（
敬
文
館
、
一
九
一
一
年
）

六

杉
浦
重
剛
・
猪
狩
又
蔵
『
諸
葛
亮
』
（
偉
人
傳
叢
書
第
一
冊
、
博
文
館
、
一
九
一

三
年
）

七

安
岡
正
篤
「
王
佐
の
偉
人

諸
葛
孔
明
」（
『
東
洋
思
想
研
究
』
第
拾
貮
册
、
一
九

二
四
年
）

八

中
川
重
編
「
諸
葛
孔
明
」
（
『
偉
人
』
第
九
巻
、
第
五
号
、
日
本
社
、
一
九
三
〇

年
）

九

宮
川
尚
志
『
諸
葛
孔
明
』
（
支
那
歷
史
地
理
叢
書
八
、
冨
山
房
、
一
九
四
〇
年
）

十

太
田
熊
藏
『
諸
葛
孔
明
傳
』
（
山
水
社
、
一
九
四
二
年
）

以
下
、
著
者
姓
『
書
名
』
と
略
記
す
る
。

こ
れ
以
前
、
江
戸
時
代
に
は
、
『
三
国
志
』
「
蜀
志
諸
葛
亮
伝
」
に
注
釈
を
つ
け
た
田

寛
注
『
諸
葛
孔
明
傳
』
（
和
泉
屋
吉
兵
衛
ほ
か
、
一
八
二
九
年
）
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
七
）
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
、
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
、
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』
、

安
岡
「
王
佐
の
偉
人

諸
葛
孔
明
」
に
言
及
す
る
（
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
、
四
～
五
ペ
ー

ジ
）
。
ち
な
み
に
、
宮
川
が
「
戰
略
に
關
す
る
叙
述
や
論
斷
に
お
い
て
特
に
信
頼
で
き
る
」

（
同
上
）
と
述
べ
る
大
場
彌
平
『
秋
風
五
丈
原
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
九
年
）
は
、

前
半
は
「
漢
楚
軍
談
」
で
、
後
半
が
史
書
『
三
国
志
』
を
基
に
構
成
し
た
歴
史
物
語
「
秋

風
五
丈
原
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
秋
風
五
丈
原
」
は
、
諸
葛
亮
を
主
題
と
し
た
も
の
で
は

な
い
た
め
、
今
回
は
扱
わ
な
い
。

（
八
）
植
村
清
二
『
諸
葛
孔
明
』
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
・
シ
リ
ー
ズ
三
九
、
筑
摩
書
房
、
一

九
六
四
年
）、
二
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
九
）
狩
野
直
禎
『
諸
葛
孔
明
』
（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
六
年
）
、
二
七
一
～
二
七
二
ペ
ー

ジ
。

（
一
〇

）
こ
の
ほ
か
に
、
中
林
史
朗
『
諸
葛
孔
明
語
録
』
（
中
国
古
典
新
書
続
編
四
、
明
徳
出

版
社
、
一
九
八
六
年
）
、
渡
邉
義
浩
『
諸
葛
亮
孔
明

そ
の
虚
像
と
実
像
』
（
新
人
物
往
来

社
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
一
一

）
内
藤
乾
吉
「
あ
と
が
き
」［
内
藤
虎
次
郎
『
内
藤
湖
南
全
集

第
一
巻
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
七
〇
年
）
］、
六
八
八
ペ
ー
ジ
。

（
一
二

）
今
後
、
諸
葛
亮
の
史
跡
に
至
っ
た
場
合
、
後
篇
で
補
い
た
い
と
も
言
う
（
内
藤
『
諸

葛
武
侯
』、
四
ペ
ー
ジ
）
。

（
一
三

）

井
波
律
子
「
日
本
人
と
諸
葛
亮
」
［
『
月
刊
し
に
か
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
四
年

四
月
号
）、
六
二
～
六
七
ペ
ー
ジ
］。

（
一
四

）
曹
操
が
、
劉
備
の
動
向
を
気
に
し
て
い
た
一
方
で
、
諸
葛
亮
や
魯
粛
、
周
瑜
を
知
ら

な
か
っ
た
と
繰
返
し
、
曹
操
と
諸
葛
亮
等
の
年
齢
差
を
強
調
す
る
。
「
孟
德
が
先
づ
劉
表

撃
つ
所
以
、
劉
表
を
撃
つ
は
、
則
ち
其
の
一
代
の
大
敵
手
た
る
昭
烈
を
撃
つ
所
以
な
り
。
」

（
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
、
九
〇
ペ
ー
ジ
）
、「
吾
が
友
呂
泣
嘗
て
曰
く
、
凡
そ
所
謂
更
始
革

命
、
一
切
世
局
の
動
盪
は
、
只
是
れ
少
者
と
老
者
と
の
爭
鬪
の
み
と
、
今
三
國
鼎
呉
の

大
關
鍵
た
る
赤
壁
一
戰
を
觀
る
に
、
亦
此
語
の
易
か
ら
ざ
る
を
見
る
、
此
時
武
侯
は
年

二
十
八
、
魯
粛
は
三
十
七
、
周
瑜
は
三
十
四
、
張
昭
は
五
十
三
、
曹
操
は
五
十
四
、
昭

烈
は
四
十
八
な
り
」（
同
一
〇
六
ペ
ー
ジ
）
、「
是
れ
明
ら
か
に
少
壯
者
が
贏
着
に
し
て
、

老
大
者
が
輸
着
た
る
を
示
せ
る
者
。
」（
同
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
、「
（
引
用
者
注
：
曹
操
は
）

敵
の
劉
備
た
る
を
知
り
、
而
し
て
三
少
年
（
引
用
者
注
：
周
瑜
、
魯
粛
、
諸
葛
亮
）
た

る
を
知
ら
ず
」
（
同
一
三
〇
ペ
ー
ジ
）
な
ど
。

（
一
五

）
雑
喉
潤
『
三
国
志
と
日
本
人
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
一
一
二
～
一
二
二
ペ
ー

ジ
。

（
一
六

）
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』、
一
ペ
ー
ジ
。

（
一
七

）
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』、
三
ペ
ー
ジ
。

（
一
八

）
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
、
三
十
～
三
二
ペ
ー
ジ
。
他
に
も
、
「
（
引
用
者
注
：
龐
統
の
登

用
が
遅
れ
た
の
は
鳳
雛
の
噂
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
と
し
）
襄
陽
記
の
説
、
鳳

雛
の
語
は
、
並
び
に
頗
る
信
じ
難
し
」（
同
一
四
〇
ペ
ー
ジ
）
な
ど
が
あ
る
。
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（
一
九

）
同
上
書
、
三
五
～
三
六
ペ
ー
ジ
。

（
二
〇

）
同
上
書
、
三
六
ペ
ー
ジ
。

（
二
一

）
同
上
書
、
六
八
ペ
ー
ジ
。
漢
室
に
つ
い
て
二
人
の
見
解
が
違
う
の
は
、
孫
氏
、
劉
氏

そ
れ
ぞ
れ
の
た
め
に
謀
っ
た
た
め
だ
と
し
て
い
る
。

（
二
二

）
同
上
書
、
一
七
二
～
一
七
三
ペ
ー
ジ
。

（
二
三

）
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
一
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
二
四

）
「
但
だ
時
局
の
變
は
、
曹
公
の
多
智
も
之
を
審
か
に
す
る
を
得
ざ
る
所
あ
り
、
彼
れ

張
紘
張
昭
を
料
り
、
昭
烈
羽
飛
を
料
る
、
而
し
て
武
侯
瑜
粛
を
料
る
能
は
ず
」（
内
藤
『
諸

葛
武
侯
』、
九
一
ペ
ー
ジ
）。

（
二
五

）
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』、
六
五
～
六
六
ペ
ー
ジ
。

（
二
六

）
安
岡
「
諸
葛
孔
明
を
憶
ふ
」、
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
二
七

）
同
上
書
、
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
二
八

）
同
上
書
、
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
二
九

）
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
、
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
三
〇

）
例
言
で
も
、
鎌
倉
で
源
実
朝
の
不
遇
を
思
い
、
諸
葛
亮
も
王
佐
の
才
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
劉
備
に
会
う
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
と
し
、
劉
備
が
い
な
け
れ
ば
農
民
の
侭
不

遇
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
を
馳
せ
て
い
る
（
同
上
書
、
四
～
六
ペ
ー
ジ
）。

（
三
一

）
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
冨
山
房
の
「
支
那
歷
史
地
理
叢
書
」
は
、

偉
人
伝
の
叢
書
で
は
な
く
、
東
亜
に
つ
い
て
知
る
こ
と
、
一
般
的
読
み
物
と
し
て
権
威

あ
る
学
説
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
（
羽
田
亨
「
支
那
歷
史
地
理
叢
書
の

刊
行
に
就
い
て
」［
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
］
、
一
～
四
ペ
ー
ジ
）
。

（
三
二

）
安
岡
「
諸
葛
孔
明
を
憶
ふ
」
（
人
物
研
究
叢
刊
第
九
、
金
雞
學
院
、
一
九
三
〇
年
）
。

安
岡
「
王
佐
の
偉
人

諸
葛
孔
明
」
は
、
安
岡
が
建
て
た
東
洋
思
想
研
究
所
の
機
関
誌
『
東

洋
思
想
研
究
』
の
一
九
二
四
年
に
出
さ
れ
た
第
拾
貮
册
で
、
頒
布
し
終
え
て
か
ら
も
要

望
が
多
か
っ
た
た
め
、
新
た
に
修
正
し
附
録
と
し
て
語
録
抄
を
つ
け
て
一
九
三
〇
年
に

刊
行
し
た
も
の
が
「
諸
葛
孔
明
を
憶
ふ
」
で
あ
る
。

（
三
三

）
勝
尾
金
弥
『
伝
記
児
童
文
学
の
あ
ゆ
み

―
一
八
九
一
か
ら
一
九
四
五
年
―
』（M

inerva

二
一
世
紀
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
五
五
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
九
年
）
、
五
四
、
九
八
～

一
四
九
ペ
ー
ジ
。
同
「
伝
記
叢
書
「
世
界
歴
史
譚
」
の
著
者
た
ち
」（
児
童
教
育
学
科
編
、

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
紀
要
委
員
会
編
『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』（
通
号
三
七
号
）
、

一
九
八
八
年
、
七
五
～
九
一
ペ
ー
ジ
）。

安
東
俊
明
は
、
一
八
七
〇
年
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
の
法
科
大
学
法
律
学
科
出
身
。

弁
護
士
で
、
後
に
安
藤
と
改
姓
し
た
（
同
八
九
ペ
ー
ジ
）。

（
三
四

）
畔
上
賢
造
『
リ
ン
コ
ー
ン
言
行
録
』
（
偉
人
研
究
第
一
編
、
内
外
出
版
協
會
、
一
九

一
二
年
）、
一
～
五
ペ
ー
ジ
。

（
三
五

）
島
田
三
郎
、
栗
原
元
吉
『
ピ
ツ
ト
』
（
偉
人
傳
叢
書
第
十
一
冊
、
博
文
館
、
一
九
一

五
年
）、
三
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
三
六

）
何
故
他
の
人
物
で
は
な
く
諸
葛
亮
が
人
気
を
博
し
た
か
に
つ
い
て
、
井
波
は
、
江
戸

時
代
に
は
冷
静
に
見
ら
れ
て
い
た
諸
葛
亮
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
明
治
に
な
る
と
一
気
に
悲

壮
美
を
帯
び
る
と
し
、
変
化
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
一
八
九
八
年
に
発
表
さ
れ
た
土
井

晩
翠
の
『
星
落
秋
風
五
丈
原
』
を
挙
げ
る
。
土
井
が
諸
葛
亮
を
悲
劇
の
愛
国
的
英
雄
と

し
て
浪
漫
的
に
描
い
た
こ
と
で
、
明
治
と
い
う
国
家
主
義
的
な
時
代
精
神
に
沿
う
諸
葛

亮
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
、
人
気
を
支
え
た
と
す
る
（
前
掲
井
波
「
日
本
人
と
諸
葛
亮
」、

六
二
～
六
五
ペ
ー
ジ
）
。
諸
葛
亮
だ
け
が
評
伝
に
採
り
上
げ
ら
れ
た
理
由
も
、
一
つ
は
こ

こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
土
井
の
「
星
落
秋
風
五
丈
原
」
の
前
年
と
い
う
早
い
段
階

で
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
が
出
さ
れ
た
意
味
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
三
七

）
改
造
社
の
「
偉
人
傳
全
集
」
は
、
菊
池
寛
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
』
（
偉
人
傳
全
集
第
一

巻
、
改
造
社
、
一
九
三
一
年
）
か
ら
刊
行
が
始
ま
り
、
偉
人
伝
二
三
巻
と
、
別
巻
の
二

四
巻
、
松
本
亦
太
郎
『
偉
人
論
及
偉
人
研
究
』（
偉
人
傳
全
集
第
二
四
巻
、
改
造
社
、
一

九
三
五
年
）
か
ら
成
る
。
日
本
と
外
国
の
偉
人
を
扱
う
が
、
時
代
が
近
い
人
物
が
多
く
、

中
華
圏
か
ら
は
、
孫
文
が
選
ば
れ
て
い
る
。

（
三
八

）
金
の
星
社
の
「
世
界
少
年
少
女
偉
人
傳
体
系
」
は
、
大
木
雄
三
『
ジ
ヤ
ン
ヌ
・
ダ
ル

ク
』
（
世
界
少
年
少
女
偉
人
傳
体
系
第
一
巻
、
金
の
星
社
、
一
九
二
六
年
）
か
ら
刊
行
が

始
ま
り
、
外
国
の
偉
人
を
中
心
に
日
本
の
偉
人
も
交
え
、
立
石
美
和
『
自
動
車
王
フ
ォ

ー
ド
』（
世
界
少
年
少
女
偉
人
傳
体
系
第
十
七
巻
、
金
の
星
社
、
一
九
三
〇
年
）
ま
で
と
、

別
巻
と
し
て
金
の
星
社
編
輯
部
編
『
明
治
大
帝
』（
世
界
少
年
少
女
偉
人
傳
体
系
別
巻
、

金
の
星
社
、
一
九
二
九
年
）
が
確
認
で
き
た
。
中
華
圏
の
人
物
は
選
ば
れ
て
い
な
い
。

巻
末
の
広
告
で
は
、「
物
語
に
は
で
た
ら
め
で
も
い
ゝ
か
ら
面
白
く
さ
へ
あ
れ
ば
い
ゝ
も

の
と
、
何
處
か
ら
何
處
ま
で
本
當
の
事
を
調
べ
、
そ
の
上
面
白
み
が
充
實
し
て
ゐ
る
も

の
と
あ
り
ま
す
。
本
体
系
は
勿
論
後
の
方
で
す
。
偉
人
英
雄
の
傳
記
に
假
令
一
字
一
句

の
で
た
ら
め
も
あ
つ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
本
社
の
偉
人
傳
が
他
の
類
本
に
比
べ
て
、
數

倍
社
會
に
迎
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
も
こ
の
點
に
留
意
し
た
か
ら
で
す
。
」
（
立
石
美
和
『
自
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動
車
王
フ
ォ
ー
ド
』、
一
七
八
ペ
ー
ジ
）
と
誇
っ
て
い
る
。
虚
構
を
排
す
る
姿
勢
が
、
物

語
の
登
場
人
物
と
い
う
印
象
が
強
い
諸
葛
亮
を
選
択
し
な
か
っ
た
理
由
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
九

）
こ
の
他
、
研
究
者
に
よ
る
著
述
に
は
、
桑
原
隲
藏
『
東
洋
史
説
苑
』（
弘
文
堂
書
房
、

一
九
二
七
年
）
の
「
支
那
史
上
の
偉
人
（
孔
子
と
孔
明
）
」
、
中
山
久
四
郎
『
支
那
の
人

文
思
想
』（
春
秋
社
、
一
九
三
一
年
）
の
「
第
六
章

諸
葛
孔
明
と
日
支
の
國
體
」、
市
村

瓚
次
郎
『
支
那
史
研
究
』
（
春
秋
社
、
一
九
三
九
年
）
の
「
諸
葛
亮
傳
」
が
あ
る
。

（
四
〇

）
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
、
一
ペ
ー
ジ
。

（
四
一

）
渡
邉
義
浩
「
解
説

諸
葛
孔
明
の
漢
代
的
精
神
―
悲
劇
か
理
想
か
」
［
宮
川
尚
志
『
諸

葛
孔
明

「
三
国
志
」
と
そ
の
時
代
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
）
］
、

二
七
〇
～
二
七
六
ペ
ー
ジ
。

（
四
二

）
天
下
三
分
の
計
に
つ
い
て
「
廿
七
歳
の
一
靑
年
の
世
を
知
ら
ぬ
壯
語
と
見
る
よ
り
は
、

か
か
る
觀
察
は
荊
州
人
士
の
一
致
し
た
意
見
で
は
な
か
つ
た
か
。
」（
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
、

三
三
ペ
ー
ジ
）
と
す
る
、
三
国
の
国
力
を
統
計
か
ら
比
較
す
る
（
同
一
二
三
ペ
ー
ジ
）

な
ど
。

（
四
三

）
貴
族
政
治
や
名
望
へ
の
言
及
は
、
「
（
引
用
者
注
：
徐
庶
が
劉
備
に
諸
葛
亮
を
訪
問
す

る
よ
う
勧
め
た
の
は
）
諸
葛
氏
の
社
會
的
勢
望
を
お
も
ん
ぱ
か
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」

（
同
上
書
、
三
〇
ペ
ー
ジ
）
、
「
武
力
や
財
力
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
社
會
的
勢
力
で
あ

る
名
族
と
協
力
し
な
い
と
政
權
を
樹
立
で
き
な
い
。
諸
葛
氏
は
一
族
が
全
土
に
広
ま
っ

て
、
世
人
の
尊
敬
を
博
し
て
い
た
当
時
の
有
力
貴
族
で
あ
る
。
」（
同
三
五
ペ
ー
ジ
）
、「
如

何
に
も
當
時
の
地
方
豪
族
の
保
境
安
民
を
第
一
と
す
る
氣
慨
な
き
態
度
が
伺
は
れ
る
。

且
つ
曹
操
が
名
義
上
漢
の
丞
相
を
稱
し
て
天
下
に
號
令
し
た
こ
と
が
、
い
か
に
地
方
軍

閥
に
對
し
て
精
神
的
威
壓
を
與
へ
得
た
か
が
分
る
と
思
ふ
。
」
（
同
三
八
ペ
ー
ジ
）
、
「
然

し
考
ふ
べ
き
は
魯
粛
は
む
し
ろ
劉
備
の
系
圖
を
重
ん
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
」
（
同
五
六

ペ
ー
ジ
）
、
「
呉
に
於
け
る
消
極
主
義
は
主
と
し
て
江
南
の
土
地
所
有
者
た
る
豪
族
に
よ

り
支
持
さ
れ
た
。
」
（
同
五
七
ペ
ー
ジ
）
、
「
即
ち
漢
の
正
統
主
義
を
爭
つ
て
、
單
に
軍
事

・
經
濟
上
の
戰
爭
で
は
な
く
、
理
念
上
の
絶
對
に
兩
立
を
許
さ
ざ
る
劇
し
い
鬪
爭
が
、

劉
備
に
よ
つ
て
曹
操
に
對
し
て
開
始
さ
れ
、
劉
備
亡
き
後
孔
明
が
幼
主
を
輔
翼
し
て
そ

の
志
業
を
つ
い
で
壯
烈
無
比
に
敢
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
同
八
一
ペ
ー
ジ
）
な
ど
多

数
。

（
四
四

）
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
十
～
十
一
ペ
ー
ジ
。

（
四
五

）
同
上
書
、
六
九
ペ
ー
ジ
。

（
四
六

）
一
九
二
〇
年
三
月
に
、
改
題
さ
れ
執
筆
者
も
本
名
に
な
り
、
永
田
秀
太
郎
『
我
愛
す

る
偉
人
諸
葛
孔
明
』
（
敬
文
館
、
一
九
二
〇
年
）
と
し
て
再
度
出
さ
れ
た
。
吾
耻
庵
主
人

『
我
愛
す
る
偉
人
』
と
本
篇
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
違
い
は
、「
序
」
の
後
に
「
改
題
に
就
て
」

が
、
本
篇
の
末
尾
の
杜
子
美
の
七
言
絶
句
に
続
い
て
程
伊
川
作
の
七
言
絶
句
が
、
さ
ら

に
本
篇
の
後
に
一
九
二
〇
年
二
月
の
稿
と
さ
れ
る
「
エ
パ
ミ
ノ
ン
ダ
ス
と
諸
葛
亮
」
が

追
加
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
四
七

）
永
田
秀
太
郎
『
我
愛
す
る
偉
人
諸
葛
孔
明
』、
一
ペ
ー
ジ
。

（
四
八

）
同
上
書
、
三
ペ
ー
ジ
。

（
四
九

）
同
上
書
、
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
五
〇

）
「
我
は
諸
葛
亮
が
劉
備
に
事
ふ
る
に
至
つ
た
徑
路
を
懷
ふ
度
に
ホ
ン
に
涎
を
流
す
ば

か
り
に
羨
ま
し
く
、
又
身
の
毛
の
立
つ
程
の
美
し
さ
を
感
ず
る
。
」
（
吾
耻
庵
主
人
『
我

愛
す
る
偉
人
』
、
五
一
ペ
ー
ジ
）
、「
凛
乎
た
る
其
氣
、
牢
乎
た
る
其
心
、
こ
れ
が
尋
常
一

樣
の
ハ
イ
カ
ラ
才
子
に
出
來
る
事
で
は
無
い
」（
同
二
四
二
ペ
ー
ジ
）
、
「
敗
に
處
す
る
の

彼
が
苦
心
と
用
意
と
は
是
亦
後
世
爲
政
家
の
鑒
と
爲
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
、
之
を
思

ふ
と
夫
の
朝
に
在
り
て
失
敗
し
野
に
下
つ
て
忽
ち
傲
語
す
る
立
憲
治
下
の
政
治
家
の
責

任
な
る
も
の
は
洵
に
氣
樂
な
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
同
二
四
四
ペ
ー
ジ
）
、
「
此

感
激
の
二
字
は
決
し
て
尋
常
一
樣
の
安
つ
ぽ
い
感
激
で
は
無
い
、
實
に
鞠
躬
盡
瘁
死
而

後
已
と
迄
に
思
ひ
込
ま
し
め
た
感
激
で
あ
る
、
亮
の
覇
氣
亮
の
生
命
は
洵
に
此
感
激
の

二
字
に
存
す
る
の
で
あ
る
」（
同
二
六
三
ペ
ー
ジ
）
な
ど
。

（
五
一

）
安
岡
「
諸
葛
孔
明
を
憶
ふ
」
、
二
二
ペ
ー
ジ
。「
王
佐
の
偉
人

諸
葛
孔
明
」
で
は
、「
幾

多
の
英
雄
就
中
王
佐
の
偉
人
諸
葛
孔
明
を
偲
ぶ
の
も
大
丈
夫
好
箇
の
消
閑
で
は
あ
る
ま

い
か
。
」
（
同
五
ペ
ー
ジ
）
と
表
現
が
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
再
刊
の
際
に
表
現
が
膨
ら
ん

で
い
る
。

（
五
二

）
安
岡
「
諸
葛
孔
明
を
憶
ふ
」、
三
〇
ペ
ー
ジ
。

（
五
三

）
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』、
一
ペ
ー
ジ
。

（
五
四

）
現
在
、
太
田
熊
蔵
の
蔵
書
を
含
む
「
太
田
文
庫
」
が
亜
細
亜
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
お
り
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
と
村
上
知
行
『
三
國
志
物
語
』
第
一
～
第
三
巻
（
中

央
公
論
社
、
一
九
三
九
～
一
九
四
〇
年
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
太
田
文
庫
」
の
白
河
『
諸

葛
孔
明
』
に
は
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
傍
線
、
チ
ェ
ッ
ク
記
号
と
執
筆
メ
モ
が
、
村
上
『
三

國
志
物
語
』
の
「
序
」
と
目
次
、
附
録
「
『
三
國
志
演
義
』
に
就
て
」
に
は
、
傍
線
と
チ

ェ
ッ
ク
記
号
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
太
田
が
『
諸
葛
孔
明
傳
』
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を
執
筆
す
る
際
に
、
先
行
す
る
諸
葛
亮
の
評
伝
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
及
び
、
同
時
代

の
村
上
『
三
國
志
物
語
』
を
参
照
し
、
中
で
も
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
に
比
重
を
置
い
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
五
五

）
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』、
十
三
ペ
ー
ジ
。

（
五
六

）
同
上
書
、
十
ペ
ー
ジ
。

（
五
七

）
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
西
脇
玉
峰
『
中
等
漢
文
法
』
（
文
芸
社
、
一
九
一

五
年
）
に
は
、
著
者
名
の
上
に
「
京
華
中
学
校
講
師
」
と
（http://kindai.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/985803
、
四
コ
マ
、
二
〇
一
四
年
二
月
九
日
閲
覧
）
、
同
じ
く
西
脇
玉
峰

『
漢
文
学
び
方
の
研
究

受
験
参
考

附
・
入
学
試
験
問
題
詳
解
』
（
日
進
堂
書
店
、
一
九

一
九
年
）
に
は
、
「
此
の
著
者
は
京
華
中
学
校
の
漢
文
教
師
で
す
。
漢
文
の
大
家
で
あ
り

ま
す
。」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
（http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/925191

三
コ

マ
、
二
〇
一
四
年
二
月
九
日
閲
覧
）。

（
五
八

）
「
猪
狩
史
山
（
又
蔵
）
は
、
福
島
県
の
出
身
で
、
明
治
二
十
三
年
に
開
設
さ
れ
た
ば

か
り
の
東
京
大
学
院
（
佐
々
木
高
美
院
長
）
の
哲
学
科
に
入
学
し
、
二
十
六
年
に
卒
業

す
る
ま
で
、
そ
の
教
頭
で
あ
っ
た
杉
浦
に
教
え
を
受
け
た
。
二
十
七
年
か
ら
日
本
中
学

校
教
諭
と
な
り
、
歴
史
と
英
語
を
教
え
る
と
と
も
に
校
長
と
し
て
の
杉
浦
を
扶
け
た
。

杉
浦
が
倫
理
御
進
講
御
掛
を
委
嘱
さ
れ
た
時
に
は
、
最
初
に
そ
の
相
談
を
受
け
、
ま
た
、

そ
の
補
助
員
と
な
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
。
〔
…
〕
老
子
・
荘
子
の
優
れ
た
研
究
者
で
あ

る
が
、
自
著
『
諸
葛
亮
伝
』
（
大
正
二
年
刊
）
を
杉
浦
と
合
著
に
す
る
程
、
杉
浦
の
思
想

を
継
承
し
、
そ
の
流
布
に
努
め
た
第
一
人
者
で
あ
る
。
昭
和
二
年
四
月
か
ら
十
七
年
四

月
（
七
十
歳
）
ま
で
は
、
日
本
中
学
校
第
二
代
校
長
杉
浦
真
鉄
（
長
男
）
の
後
を
受
け

継
い
で
、
第
三
代
目
の
校
長
と
な
り
、
杉
浦
精
神
に
よ
る
日
本
中
学
教
育
の
発
展
に
尽

く
し
た
。
」
（
村
田
昇
「
解
説
」
［
杉
浦
重
剛
先
生
顕
彰
会
『
杉
浦
重
剛
先
生
』
（
思
文
閣

出
版
、
一
九
八
六
年
五
月
二
十
日
復
刻
）
、
七
八
九
～
八
一
四
ペ
ー
ジ
］
、
七
九
八
ペ
ー

ジ
）
。
ま
た
、
大
竹
秀
一
『
天
皇
の
学
校

昭
和
の
帝
王
学
と
高
輪
御
学
問
所
』
（
文
藝
春

秋
、
一
九
八
六
年
）
に
も
猪
狩
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
（
同
一
八
七
～
一
九
二
ペ
ー

ジ
）
。

（
五
九

）
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
（
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

六
年
）、
七
三
七
～
七
三
八
ペ
ー
ジ
。

（
六
〇

）
太
田
熊
蔵
は
亜
細
亜
大
学
初
代
学
長
太
田
耕
造
の
兄
で
弁
護
士
（
「
亜
細
亜
大
学
平

成
二
十
四
年
度
図
書
館
年
報
」http://w

w
w
2.asia-u.ac.jp/~libquest/stackdata/

_src/sc667/aulibrary_annualreport2012.pdf

、
二
〇
一
四
年
二
月
九
日
閲
覧
）
。

（
六
一

）
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
、
四
ペ
ー
ジ
。

（
六
二

）
永
田
『
我
が
愛
す
る
偉
人
』、
八
ペ
ー
ジ
。

（
六
三

）
吉
川
英
治
『
三
國
志
』
［
『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
三
九
年
八
月
二
六
日
夕
刊
～
一
九

四
二
年
十
月
三
十
日
夕
刊
］、
吉
川
英
治
『
新
編
三
國
志
』［
『
日
本
産
業
経
済
新
聞
』
一

九
四
二
年
十
一
月
三
日
夕
刊
～
一
九
四
三
年
九
月
五
日
夕
刊]

。
『
中
外
商
業
新
報
』
の

合
併
に
よ
り
タ
イ
ト
ル
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
単
行
本
で
は
『
三
國
志
』
と
い
う
題
名

で
纏
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
も
そ
れ
に
倣
う
。
ま
た
、
『
中
外
商
業
新
報
』
の
他
に

も
、
『
名
古
屋
新
聞
』
『
小
樽
新
聞
』
『
台
湾
日
々
新
報
』
『
京
城
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
。

（
六
四

）
吉
川
英
治
の
旧
蔵
書
と
そ
の
書
き
込
み
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
日
本
に

お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話

―
日
中
戦
争
期
の
『
三
国
志
』
ブ
ー
ム
を
中
心
に
―
」

（
『
三
國
志
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
六
五

）
袴
田
は
、
吉
川
版
に
『
三
國
志
』
及
び
『
三
國
志
演
義
』
に
見
ら
れ
な
い
箇
所
が
あ

る
と
指
摘
す
る
（
袴
田
郁
一
「
吉
川
英
治
『
三
国
志
』
の
原
書
と
そ
の
文
学
性

―
近
代

日
本
に
お
け
る
「
三
国
志
」
の
受
容
と
展
開
」
（
『
三
国
志
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
三

年
）
、
一
一
九
ペ
ー
ジ
）
。

（
六
六

）
西
脇
編
『
諸
葛
孔
明
言
行
錄
』
、
一
九
五
ペ
ー
ジ
。

（
六
七

）
吉
川
『
三
國
志
』、
一
九
四
三
年
八
月
二
六
日
夕
刊
。

（
六
八

）
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
漢
籍
文
集

第
一
輯
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
）
、
二

三
ペ
ー
ジ
。
諸
葛
亮
撰
、
朱
璘
編
『
諸
葛
丞
相
集
』
（
明
治
初
年
長
門
藏
版
局
刊
本
）
を

複
製
し
た
も
の
。

（
六
九

）
吉
川
『
三
國
志
』
、
一
九
四
三
年
八
月
二
六
日
夕
刊
。
こ
れ
は
、
西
脇
編
『
諸
葛
孔

明
言
行
錄
』、
二
〇
六
～
二
〇
七
ペ
ー
ジ
に
も
あ
る
。

（
七
〇

）
諸
葛
亮
が
諸
葛
瞻
に
つ
い
て
諸
葛
瑾
に
送
っ
た
手
紙
は
、
中
川
編
『
諸
葛
孔
明
』
、

八
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
、
諸
葛
瞻
に
つ
い
て
の
手
紙
と
「
子
を
誡
む
る
書
」
を
併
せ
て
紹

介
す
る
も
の
に
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』、
二
七
二
～
二
七
三
ペ
ー
ジ
、
杉
浦
・
猪
狩
『
諸

葛
亮
』
、
二
二
〇
～
二
二
一
ペ
ー
ジ
、
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
、
一
七
一
、
一
六
三
ペ
ー
ジ
、

太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』
、
二
五
二
～
二
五
三
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

（
七
一

）
吉
川
『
三
國
志
』
、
一
九
四
三
年
八
月
二
八
日
夕
刊
。
こ
の
日
の
連
載
分
は
、
本
来

「
諸
葛
菜

八
」
だ
が
、
現
在
は
「
諸
葛
菜

七
」
に
改
め
ら
れ
、
一
九
四
三
年
八
月
二
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七
日
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
回
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
七
二

）
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』、
二
三
四
～
二
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
七
三

）
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』、
二
六
七
ペ
ー
ジ
。

（
七
四

）
李
昉
等
奉
勅
撰
『
大
字
斷
句
／
太
平
広
記
』
（
掃
葉
山
房
印
行
、
一
九
二
三
年
）
、
巻

四
百
十
一
、
三
十
二
ウ
。

（
七
五

）
殷
芸
编
纂
、
周
楞
伽
辑
注
『
殷
芸
小
説
』
（
中
国
古
典
小
说
研
究
资
料
丛
丛
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
一
一
六
ペ
ー
ジ
。

（
七
六

）
全
集
で
は
、「
後
ま
た
、
そ
の
魏
を
征
し
て
」
と
変
更
さ
れ
て
い
る
（
吉
川
英
治
『
吉

川
英
治
全
集
二
七

三
国
志
（
四
）
』
（
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
）、
三
九
九
ペ
ー
ジ
）。

（
七
七

）
吉
川
『
三
國
志
』、
一
九
四
三
年
八
月
二
八
日
夕
刊
。

（
七
八

）
杉
浦･

猪
狩
『
諸
葛
亮
』、
二
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
七
九

）
中
川
編
『
諸
葛
孔
明
』、
下
段
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
八
〇

）
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
、
一
六
二
～
一
六
三
ペ
ー
ジ
。

（
八
一

）
吉
川
『
三
國
志
』、
一
九
四
一
年
七
月
二
七
日
夕
刊
。

（
八
二

）
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
一
〇
六
～
一
〇
七
ペ
ー
ジ
。

（
八
三

）
太
田
『
諸
葛
孔
明
傳
』、
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
八
四

）
内
藤
『
諸
葛
武
侯
』
、
三
～
六
ペ
ー
ジ
。
「
豐
を
徙
し
て
城
門
校
尉
と
爲
す
」
（
同
五

ペ
ー
ジ
）。

（
八
五

）
宮
川
『
諸
葛
孔
明
』
、
十
～
十
一
ペ
ー
ジ
。

（
八
六

）
吉
川
『
三
國
志
』、
一
九
四
三
年
八
月
二
四
日
夕
刊
。

（
八
七

）
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
二
五
四
～
二
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
八
八

）
吉
川
『
三
國
志
』、
一
九
四
三
年
八
月
二
四
日
夕
刊
。

（
八
九

）
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
二
五
五
、
二
五
七
、
二
五
九
ペ
ー
ジ
。

（
九
〇

）
「
偉
大
な
る
平
凡
人
」
に
つ
い
て
、
木
村
は
、
諸
葛
亮
に
対
し
て
吉
川
が
語
る
結
論

だ
と
し
、
こ
の
結
論
は
読
者
の
印
象
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
（
木

村
一
信
「
日
本
に
お
け
る
諸
葛
孔
明
像
（
二
）

―
明
治
以
後
」
［
加
地
伸
行
『
諸
葛
孔

明
の
世
界
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
三
年
）
］
、
一
八
〇
ペ
ー
ジ
）
。

（
九
一

）
吉
川
『
三
國
志
』、
一
九
四
三
年
八
月
二
八
日
夕
刊
。

（
九
二

）
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
二
六
三
～
二
六
五
ペ
ー
ジ
。
謹
慎
・
忠
誠
・
儉
素
の
三
要
素

は
、
吉
川
『
三
國
志
』
も
挙
げ
る
（
吉
川
『
三
國
志
』
、
一
九
四
三
年
八
月
二
五
日
夕
刊
）
。

（
九
三

）
曹
操
の
生
い
立
ち
に
関
す
る
記
事
も
評
伝
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
吉
川
『
三
國

志
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
引
か
れ
て
い
る
。

袁
紹
と
戦
っ
た
と
き
、
袁
紹
の
た
め
に
檄
文
を
作
っ
た
陳
琳
が
、
そ
の
文
中
に
操
を

さ
し
て
、
＝
姦
奄
の
遺
醜
。
と
、
彼
の
痛
い
と
こ
ろ
を
突
い
て
い
る
の
で
も
分
る
。

〔
…
〕
（
引
用
者
注
：
彼
の
風
采
や
趣
好
に
つ
い
て
）
是
を
「
曹
瞞
傳
」
の
描
く
と

こ
ろ
に
従
つ
て
云
へ
ば
、
―
―
佻
易
ニ
シ
テ
威
ナ
ク
、
音
樂
ヲ
好
ミ
、
倡
優
、
側
ニ

在
リ
、
被
服
軽
絹
、
常
ニ
手
巾
細
物
ヲ
入
レ
タ
ル
小
嚢
ヲ
懸
ケ
、
人
ト
語
ル
ニ
ハ
戯

弄
多
ク
、
歓
ン
デ
大
笑
ス
ル
ト
キ
ハ
、
頭
ヲ
几
ニ
没
ス
ル
迄
ニ
至
リ
、
膳
ノ
肴
ヲ
吹

キ
飛
バ
ス
ガ
如
キ
態
ヲ
ナ
ス
。〔
…
〕
又
彼
が
痩
せ
ツ
ぽ
ち
で
あ
つ
た
証
拠
に
は
、「
英

雄
傳
」
の
所
載
に
、
呂
布
が
捕
は
れ
て
操
の
前
へ
曳
か
れ
て
來
た
と
き
呂
布
が
、「
公
。

何
ぞ
痩
せ
た
る
」
と
、
揶
揄
し
た
の
に
對
し
て
、
操
が
言
下
に
、
「
靖
亂
反
正
。
わ

が
痩
は
、
す
な
わ
ち
國
事
の
爲
な
り
」
と
、
む
し
ろ
痩
を
誇
つ
て
ゐ
る
や
う
な
答
へ

を
な
し
て
ゐ
る
の
で
も
分
る
（
吉
川
『
三
國
志
』
、
一
九
四
二
年
十
一
月
二
十
日
夕

刊
）。

こ
れ
は
、
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
の
「
三
主
傳
對
照
」
中
の
曹
操
の
「
家
系
及
び
出
身
」

と
「
容
姿
」
に
対
す
る
記
述
と
一
致
す
る
（
白
河
『
諸
葛
孔
明
』
、
七
〇
～
七
一
ペ
ー
ジ
）
。

『
曹
瞞
伝
』
の
記
述
は
、
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
引
用
部

の
末
尾
が
異
な
っ
て
い
る
（
杉
浦
・
猪
狩
『
諸
葛
亮
』、
一
三
〇
ペ
ー
ジ
）。

（
九
四

）
装
丁
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
一
八
八
五
年
、
覚
張
栄
三
郎
発
行
の
和
装
本
と
同

一
だ
が
、
本
文
の
版
組
は
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
綴
じ
直
さ
れ
て
い
る
た
め
、
出
版

社
、
出
版
年
は
不
明
で
あ
る
。

（
九
五

）
萱
原
宏
一
「
〝
三
国
志
〟
の
こ
ろ
」
［
吉
川
英
治
『
三
国
志
（
二
）
』
（
吉
川
英
治
全

集
二
七
、
講
談
社
、
一
九
六
六
年
、
月
報
）
］、
四
ペ
ー
ジ
。
「
馬
上
か
ら
バ
ラ
リ
ン
ズ
ン

と
斬
殺
し
た
人
物
を
、
後
の
場
面
で
活
躍
さ
せ
て
、
飛
ん
だ
失
敗
し
た
よ
と
、
吉
川
さ

ん
が
苦
笑
し
た
よ
う
な
お
愛
嬌
も
あ
っ
た
。
」
（
同
五
ペ
ー
ジ
）
と
も
回
想
し
て
い
る
。

萱
原
は
、
当
時
の
新
聞
連
載
に
『
宮
本
武
蔵
』
も
含
め
て
い
る
が
、『
宮
本
武
蔵
』
の
連

載
は
、
一
九
三
九
年
七
月
に
終
了
し
て
お
り
、『
三
國
志
』
と
は
重
な
っ
て
い
な
い
（
吉

川
英
治
記
念
館
編
『
吉
川
英
治
小
説
作
品
目
録

改
訂
版
』
（
財
団
法
人

吉
川
英
治
国
民

文
化
振
興
会
、
一
九
九
二
年
）。

（
九
六

）
吉
川
は
七
、
八
歳
の
時
に
、
漢
学
を
個
人
教
授
で
身
に
附
け
た
と
い
う
（
吉
川
英
治

『
草
莽
寸
心
』
（
六
興
出
版
社
、
一
九
四
四
年
）、
七
八
ペ
ー
ジ
）。
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